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主 な 内 容

新型コロナウイルス感染症の影響により、掲載のイベント・行事等が中止、延期となる可能性があります。

町長さん、絵本読んで！
　10月17日、いいっ子センターで「町長さんを囲んでおしゃ
べり会」が開催されました。子育て中の皆さんの率直なご意見
をいただきました。座談会が終わったあと、男の子の持ってき
た絵本を一緒に読む下平町長でした。
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雪雪のの季節季節ですです

除雪除雪にご協力くださいにご協力ください
　　降雪時は左の計画図に沿って、国道と県道は県の機関が除雪と融雪剤散布を行い、町道は重降雪時は左の計画図に沿って、国道と県道は県の機関が除雪と融雪剤散布を行い、町道は重

点路線約54㎞を町で除雪します。点路線約54㎞を町で除雪します。

　　その他の町道と消火栓付近の除雪につきましては、皆さまのご協力をお願いいたします。その他の町道と消火栓付近の除雪につきましては、皆さまのご協力をお願いいたします。

お問合せ　　建設水道課建設係　内線141・142

　雪が降る前に、次のことを確認しましょう！

家
の
回
り
は
大
丈
夫
？

❆

道
路
沿
い
の
竹
や
木
の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う

　
竹
や
木
が
雪
の
重
み
で
道
路
に
垂
れ
下
が
る
と

　

交
通
障
害
や
除
雪
作
業
の
支
障
に
な
り
大
変
危
険
で

す
。
所
有
者
の
責
任
で
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

❆

水
路
や
側
溝
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い

　
雪
が
詰
ま
っ
て
水
が
溢
れ
、
道
な
ど
が
凍
結
し
て

大
変
危
険
で
す
。
ま
た
、
落
ち
葉
な
ど
が
詰
ま
っ
て

水
が
溢
れ
、
水
路
や
側
溝
が
凍
結
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

❆

道
路
脇
の
障
害
物
は
移
動
し
ま
し
ょ
う

　
自
宅
の
前
や
車
庫
の
出
入
り
口
に
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど

を
置
い
て
い
る
場
合
は
、
除
雪
作
業
の
支
障
と
な
り

ま
す
の
で
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

除
雪
作
業
で
の
お
願
い

❆

路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
除
雪
作
業
は
夜
間
・
早
朝
に
行
う
た
め
、
路
上
駐

車
は
作
業
の
妨
げ
と
な
る
だ
け
で
な
く
交
通
障
害
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。

❆

除
雪
車
に
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い

　
除
雪
作
業
中
は
、
小
石
な
ど
が
飛
散
す
る
こ
と
が
あ

り
大
変
危
険
で
す
。
ま
た
、
除
雪
車
の
死
角
に
な
る
場

合
や
、
除
雪
車
が
予
測
で
き
な
い
動
き
を
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
町
道
な
ど
の
除
雪
作
業
で
事
故
や
ケ
ガ
が
発
生 

　
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
役
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ 

　
さ
い
。

降
雪
時
の
除
雪
に
つ
い
て

❆

歩
道
・
通
学
路
の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
幅
の
狭
い
歩
道
は
機
械
に
よ
る
除
雪
が
で
き
ま
せ

ん
。
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
通

学
路
に
つ
き
ま
し
て
も
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
の

た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

❆

消
火
栓
・
防
火
水
槽
の
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す

　
雪
で
場
所
が
わ
か
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
万
一
に
備

え
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

融
雪
剤
散
布
に
つ
い
て

　
広
域
農
道
な
ど
の
広
い
道
や
、
日
陰
に
な
る
坂
道
を

重
点
に
融
雪
剤
を
散
布
し
ま
す
。
そ
の
他
の
町
道
で
凍

結
し
て
危
険
な
箇
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
治
会
を
通

じ
て
融
雪
剤
を
お
出
し
し
ま
す
の
で
、
散
布
を
お
願
い

し
ま
す
。

冬
季
の
道
路
に
つ
い
て

　
冬
場
の
路
面
は
雪
や
凍
結
に
よ
り
、
大
変
危
険
な
状

態
と
な
り
ま
す
。
運
転
や
歩
行
の
際
は
、
安
全
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。



 町委託　機械除雪　　　    
 町委託　融雪剤散布     　
 県委託　機械除雪（国・県道）

凡                        例
長さ　５４．１Ｋｍ
長さ　２１．０Ｋｍ

令令和和２２年年度度 除除雪雪事事業業位位置置図図

久根平幹線

中原東線

町谷線

田切北線

北河原中平幹線

追引南田切幹１号線 他

広域 号線

広域 号線

高尾原北線

仲通り線

上山線・高尾本線

鳥居原線

鳥居原横断線

中町線

東町裏線

上ノ原幹線

山久線

上ノ原東線

第一横道線北上ノ原線

本郷中央幹線

飯沼線

本郷中央縦断線

秋葉線

苅谷原縦 号線

中田線

旧飯島飯田 号線 昭和通り線

荒田線 他

呂久保南線

旧飯島飯田 号線

天神松線

芝宮線

針ヶ平横 号線

本郷幹線

山の田線

堂前線

一ツ石線本郷飯島線

町谷堤

中田切ふれあい橋

久根平工業団地

●マルヤス長野

●陣馬住宅

■田切駅

中田切橋

天王橋

吉瀬田切大橋

●真光寺

藤巻川

郷沢川

●諏訪神社

日曽利橋

唐沢川

〒

飯島

●運動場

●飯島小学校

●飯島中学校

●文化館

● 上伊那

●ファミマ

飯島保育園●

●東部保育園

旧保健ステーション●

●与田切公園

本郷堤

●柏木運動場

● ＆ 海洋センター
伊那本郷駅■

●本郷運動場

飯沼橋
● 南消防署

● 本郷公民館

西岸寺●

■七久保駅

道の駅●

コメリ●

荒田公会所●

●七久保農業集落

排水処理施設

〒

七久保小学校● ● コープ

● 林業センター

●千人塚公園

●越百園

● 上伊那

果樹選果場

日向沢

■高遠原駅

●洲原神社

信州里の果工房●

疣石線

宮之地線

国道 号伊南バイパス

柏木北線

若松町線

軌道西線

一ツ石線

高尾本線

北河原南割連絡線

●日方磐神社

洲原横道線■飯島駅

針ヶ平溜池

役場●

●アイタウン
下街道線

日曽利神社●

●町営田切球場

●田切公民館
●田切体育館

ファミマ●

●道の駅

中
央
自
動
車
道

●飯島セラミック

セブン イレブン●

●セブン イレブン

令和２年度　除雪計画図令和２年度　除雪計画図

33   　2020.11.20 ◆ No.5892020.11.20 ◆ No.589

凡　　　　　　　　例

町委託　機械除雪　　　長さ54.1㎞

町委託　融雪剤散布　　長さ21.0㎞

県委託　機械除雪（国・県道）
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新しい発想で考える アルプスのまち
豊かな未来・自然・暮らし

令和３年度からの飯島町の新しい最上位計画「第６次総合計画」の策定
が進んでいます。
10 年先を見据えて、どのようにまちづくりを進めていくのでしょうか。
このたび、「第６次総合計画」の素案がまとまりましたのでお伝えいた
します。
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将
来
へ
の
思
い

　
将
来
像
に
は
、
次
の
よ
う
な
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

飯
島
町
は
、
中
央
ア
ル
プ
ス
と
南
ア
ル
プ
ス

の
、
ふ
た
つ
の
ア
ル
プ
ス
が
見
え
る
町
で
す
。
ふ

た
つ
の
ア
ル
プ
ス
は
、
こ
の
地
に
清
ら
か
な
水
や

空
気
、
豊
か
な
自
然
を
育
み
、
遠
い
昔
か
ら
今
日

ま
で
、
町
に
暮
ら
す
私
た
ち
の
営
み
に
恩
恵
を
も

た
ら
し
、
心
を
癒
し
、
明
日
へ
の
活
力
を
与
え
続

け
て
い
ま
す
。
先
人
た
ち
か
ら
受
け
継
い
だ
こ
の

か
け
が
え
の
な
い
風
土
を
、
磨
き
上
げ
な
が
ら
次

の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、
こ
こ
に
暮
ら
す
み

ん
な
の
変
わ
ら
な
い
願
い
と
言
え
ま
す
。

　
日
本
全
体
が
人
口
減
少
の
時
代
を
迎
え
ま
し

た
。
人
口
減
少
に
よ
る
経
済
の
縮
小
や
、
社
会

基
盤
の
維
持
を
心
配
す
る
一
方
で
、
住
民
の
多

く
は
、
人
口
数
よ
り
も
考
え
方
や
暮
ら
し
方
を

見
直
し
て
い
く
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
整

備
が
進
め
ら
れ
る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
や
三
遠

南
信
自
動
車
道
は
、
こ
の
地
に
新
し
い
対
流
を

生
み
だ
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
進
化
を
続
け

る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
は
、

今
ま
で
山
間
の
地
に
暮
ら
す
私
た
ち
の
社
会
的

な
課
題
の
解
決
に
も
役
立
て
ら
れ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

端
を
発
し
た
「
新
し
い
生
活
様
式
」
は
、
生
活

や
仕
事
の
ス
タ
イ
ル
に
大
き
な
変
容
を
も
た
ら

し
、
対
応
が
迫
ら
れ
た
一
方
で
、
都
市
部
に
は

な
い
新
し
い
価
値
観
を
こ
の
町
に
生
み
だ
そ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　
今
、
時
代
は
転
換
の
時
を
迎
え
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ふ
た
つ
の
ア
ル
プ
ス
を
は
じ
め
と

す
る
自
然
と
の
調
和
を
保
ち
な
が
ら
、
こ
こ
に

暮
ら
す
み
ん
な
が
、
新
し
い
発
想
を
も
っ
て
、

心
の
豊
か
さ
や
幸
せ
を
実
感
で
き
る
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
く
。
そ
う
い
う

姿
に
こ
そ
、
将
来
に
渡
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
が
あ
る
と
考
え
、
ま
ち
の
将
来
像
を
掲
げ
る

も
の
で
す
。

 

地
域
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
第
６
次
総
合
計
画
で
は
、
当
初
、
計
画
の
一

部
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
期
待
と
希
望
を

盛
り
込
む
「
地
域
計
画
」
を
提
案
さ
せ
て
い
た

だ
き
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨

今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
各
地
域
に
お
い
て
十
分
な
議
論
が
行
い

に
く
い
状
況
な
ど
が
生
じ
た
た
め
、
今
回
は
、

地
域
計
画
の
掲
載
を
見
送
る
こ
と
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
地
域
計
画
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
ご
意
見
等
は
、
参
考
意
見
と
し
て
第
６
次

総
合
計
画
の
本
体
計
画
や
今
後
の
地
域
づ
く
り

に
生
か
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
貴
重

な
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
合
計
画
で
は
、
町
が
目
指
す
10
年
後

の
姿
を
「
将
来
像
」
と
し
て
示
し
、

そ
の
将
来
像
実
現
の
た
め
に
必
要
な
基
本
目

標
や
施
策
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
計
画
全

体
の
推
進
へ
と
繋
げ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
将

来
像
に
つ
い
て
、
第
６
次
総
合
計
画
の
素
案

で
は
、
次
の
と
お
り
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

「
新
し
い
発
想
で
考
え
る

 

ア
ル
プ
ス
の
ま
ち

 

豊
か
な
未
来
・
自
然
・
暮
ら
し
」

　　

こ
の
将
来
像
は
、
昨
年
度
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
や
懇
談
会
で
い
た
だ
い

た
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
社
会
情
勢
な

ど
を
考
慮
し
た
中
で
、
ま
と
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　

飯
島
町
第
６
次
総
合
計
画



５ 暮らしを支える
強靭で快適な
ライフラインの
創造

６ 魅力向上で住み
たい・住み続け
たい地域づくり

７「子どもの元気」
と「学びの力」
でいきいき豊か
な暮らし

８ 将来像を実現す
る創造力にあふ
れた行政基盤づ
くり

暮らしを支える道
路の整備

安全・安心の河川
整備

将来を見据えた都市
づくり

住宅施策と空き家
対策

地籍調査事業の推進

安全で安心な水道の
確保

快適で衛生的な下
水道・浄化槽の推
進

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

町の魅力を生かし
た観光地域づくり

儲かる飯島町の創出

若者や子育て世代の
人口を増やす

若い世代の結婚を
応援

住民参加で盛り上げ
るコミュニティ機能
の充実

将来を見据えた自治
組織への支援

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

子どもの健やかな
体と豊かな心を育
てる

学校教育の充実

子どものための家庭
環境づくりの支援

学ぼう「知ること・
為すこと・共に生
きること」

スポーツライフ「い
つでも・どこでも・
いつまでも」

芸術・文化を守りつ
なぐ

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

将来像を目指す仕
組みづくり

住民ニーズに応え
る行政改革

効果的・効率的な財
政運営

公共施設の適正管
理・有効活用

適正な会計事務

議会・監査の支援

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

基 

本 

構 

想

基 

本 

計 

画
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将
来
像
に
向
け
た 

 

取
り
組
み
の
構
成

（１）  

分
野
別
基
本
施
策

　
分
野
別
基
本
施
策
は
、
ま
ち
の
将
来
像
を
構

成
す
る
要
素
を
分
野
ご
と
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
実
現
す
べ
き
姿
を
掲
げ
な
が
ら
、
必

要
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
各
取

り
組
み
は
、
行
政
や
住
民
、
自
治
組
織
、
団
体
、

事
業
者
な
ど
が
協
力
を
し
て
進
め
て
い
く
も
の

と
し
ま
す
が
、
計
画
の
進
捗
管
理
は
行
政
が
中

心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（２）  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
ま
ち
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
取
り
組

み
の
う
ち
、
特
に
分
野
を
横
断
し
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
施
策
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位

置
づ
け
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
関
連
す
る
分
野
間
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
指
す
施

策
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
素
案
で
は
、
２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

   新しい発想で考える アルプスのまち　　 豊かな未来・自然・暮らし

◆飯島ルネサンス「環境循環ライフ構想」プロジェクト



１ 住民と行政の創
合力による安全
で安心なまちづ
くり

２ 美しく快適な暮
らしの環境を将
来へつなぐ

３ 誰もが健康で居
場所と出番があ
り共に支え合え
る地域づくり

４ 地域特性を生か
した産業の創造
と振興のまちづ
くり

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

災害に備えた防災
体制の充実

住民主体の防災力
アップ

新たな時代の消防
団づくり

先端技術を活用し
た未来のサービス
づくり

効果的で速やかな
情報発信

安心して暮らせる
地域公共交通の確保

未来を担う職員の
育成と役場機能の
効率化

低炭素・循環型の
まちづくり

ごみの少ない暮ら
しづくり

接客ホスピタリテ
ィー向上

公平で適正な税収
の確保

（1）

（2）

（3）

（4）

切れ目のない妊産
婦・乳幼児への保
健体制

「生涯健康」支援

いつでも安心な地
域医療体制づくり

みんなが支え合う
地域福祉の実現

障がいの有無にか
かわらず幸せに暮
らせるまちづくり

高齢者も自分らし
く暮らせるまちづ
くり

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

将来を見据えた農
地の有効利用
地域の協力による
農作業の効率化
スマート農業の推進
就農希望者への積
極支援
地域資源を生かし
た農業の展開
農業生産基盤の整備
地域の特徴を生か
した企業誘致
賑わう商店と買い
物環境づくり
新しいワークスタイ
ルの推進と起業支援
スマート林業の推進
治山・治水による
森林の機能向上
有害鳥獣等対策の推進

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

（10）

（11）

（12）
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飯
島
町
第
６
次
総
合
計
画

◆
飯
島
ル
ネ
サ
ン
ス 

　「
環
境
循
環
ラ
イ
フ
構
想
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
豊
か
な
森
林
や
水
資
源
を
安
定
活
用
す
る
強

靭
化
を
進
め
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
水
力

発
電
に
よ
り
資
源
の
地
産
地
消
や
自
主
財
源
を

図
る「
飯
島
ル
ネ
サ
ン
ス
」に
取
り
組
み
ま
す
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
あ
た
っ
て
は
、
森
林

整
備
や
環
境
保
全
、
森
林
資
源
の
活
用
、
排
熱

利
用
な
ど
を
一
体
的
に
と
ら
え
、
森
林
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
と
産
業
振
興
に
繋
げ
る
と
と

も
に
新
し
い
農
業
の
取
り
組
み
や
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
、地
域
交
流
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

◆ 

人
口
増
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
、
緩
や
か
な
人
口

減
少
と
年
齢
構
成
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し
た
持

続
可
能
な
地
域
を
目
指
し
、
分
野
横
断
的
な
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。
人
口
増
に
向
け
た
妊

娠
・
出
産
・
子
育
て
支
援
や
、
子
育
て
世
代
が

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の
支
援
、
魅
力
的
な

保
育
・
教
育
環
境
づ
く
り
、
若
い
世
代
の
Ｕ
タ

ー
ン
や
都
市
部
か
ら
の
転
入
の
促
進
、
住
環
境

の
整
備
、
魅
力
的
な
情
報
発
信
な
ど
を
連
携
し

て
進
め
る
こ
と
で
、
相
乗
効
果
の
あ
る
各
施
策

の
推
進
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

将 来 像    新しい発想で考える アルプスのまち　　 豊かな未来・自然・暮らし

プロジェクト ◆人口増プロジェクト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

解
説
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均
衡
の
と
れ
た
発
展
を
目
指
す 

「
国
土
利
用
計
画 

　
　
（
第
４
次
飯
島
町
計
画
）」

　　

第
６
次
総
合
計
画
と
合
わ
せ
て
、

国
土
利
用
計
画
（
第
４
次
飯
島
町
計

画
）
の
策
定
も
進
め
て
い
ま
す
。
こ

の
計
画
は
、
第
６
次
総
合
計
画
に
即

し
な
が
ら
、
国
土
利
用
計
画
法
な
ど

の
理
念
に
従
い
、
土
地
の
利
用
に
つ

い
て
、
公
共
の
福
祉
を
優
先
さ
せ
、

自
然
環
境
の
保
全
を
図
り
つ
つ
、
健

康
で
文
化
的
な
生
活
環
境
の
確
保
と

国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
計
画
で
す
。

　
こ
の
計
画
で
は
、
町
土
を
、
６
つ

の
区
域
に
大
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
特
長
を
生
か
し
な
が
ら
土
地
利

用
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
森
林
里
山
ゾ
ー
ン

　
こ
の
エ
リ
ア
は
森
林
資
源
を
活
用
し

た
産
業
の
振
興
を
図
り
つ
つ
、
将
来
に

わ
た
り
雄
大
な
自
然
環
境
の
保
全
に
努

め
る
区
域
で
す
。

②
農
村
風
景
ゾ
ー
ン

　
こ
の
エ
リ
ア
は
農
用
地
と
宅
地
が
バ

ラ
ン
ス
よ
く
保
た
れ
、
人
と
自
然
が
調

和
し
、
の
ん
び
り
と
し
た
快
適
な
空
間

の
実
現
を
図
る
区
域
で
す
。

③
ま
ち
な
か
ゾ
ー
ン

　
住
宅
地
を
中
心
と
し
た
生
活
環
境
を

保
全
し
、
ゆ
と
り
あ
る
緑
豊
か
な
低
層

住
宅
地
の
形
成
を
図
る
区
域
で
す
。

④
商
業
ゾ
ー
ン

　
積
極
的
な
商
業
店
舗
等
の
誘
致
や
低

未
利
用
地
の
有
効
利
用
を
促
進
す
る
区

域
で
す
。
活
気
あ
る
町
並
み
の
イ
メ
ー

ジ
形
成
と
地
域
住
民
の
利
便
性
向
上
を

図
り
ま
す
。

⑤
工
業
ゾ
ー
ン

　
既
存
の
工
業
団
地
お
よ
び
ｎ
今
後
産

業
適
地
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
区

域
で
す
。

⑥
観
光
に
ぎ
わ
い
ゾ
ー
ン

　
四
季
折
々
の
変
化
に
富
む
自
然
環
境

等
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
・
世
代
の
人
が
訪

れ
る
区
域
で
す
。

※土地利用構想図は具体的な区域を示すものではなく、　土地利用のイメージです。



２月

～

３月
飯島町議会での審議

２月
飯島町基本構想審議会による最終の
審議など

12/14

～

12/21

住民説明会【テレビ版】
　新型コロナ対策として、有線テレビ 
　行政チャンネルにて行います。

12 月

～

１月

住民説明会【出張版】
　新型コロナ対策として、希望する自治 
　会等にお伺いして説明をいたします。

11/20 ・広報配布
・ホームページに素案を公表
・意見募集開始

行政番組放映中！

デジタル 11 チャンネル
で、飯島町の行政番組が
見られます。町の情報が
盛りだくさん！次の時間
に番組を放映しています。

【放送時間】
午前6：30、7：30、8：30
午後0：30、1：30、5：00
     7：30、9：30、11：00
    12：00
※午前10：30、午後3：00は 
 「いいちゃん貯金体操」を放 
   映しています。

9   　2020.11.20 ◆ No.589

令
和
３
年
４
月
か
ら
の 

ス
タ
ー
ト
に
向
け
て

　
第
６
次
総
合
計
画
は
、
令
和
３
年

４
月
か
ら
の
計
画
実
践
を
目
指
し

て
、
皆
さ
ん
と
共
に
策
定
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
中
で
す
が
、
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
有
線
テ
レ
ビ
放
送
な

ど
も
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
説
明

を
希
望
す
る
自
治
会
を
通
じ
て
説
明

会
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
、
策
定
中
の
第

６
次
総
合
計
画
に
注
目
を
い
た
だ

き
、
将
来
の
「
新
し
い
発
想
で
考
え

る　
ア
ル
プ
ス
の
ま
ち　
豊
か
な
未

来
・
自
然
・
暮
ら
し
」
に
向
け
た
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

企
画
政
策
課　
企
画
調
整
係
222

 計画スタートまでの流れ 

　素案の内容を広く町民の皆
さんや事業者の皆さんにご覧
いただき、多くの皆さんのご
意見を反映させていくため、
意見の募集（パブリックコメ
ント）を実施します。

【意見の募集期間】
令和２年 11 月 20 日から
令和３年１月 10 日まで

【提出方法】
電子メール、FAX、持参又は
郵送（いいちゃんポスト）

【その他】
　所定の様式に必要事項を記
載のうえ、ご提出ください。
　詳しくは町ホームページを
ご覧ください。

意見の募集について

令和３年４月～

第６次総合計画による
新しいまちづくり

スタート！！

総合計画
（素案）

国土利用計画
（素案）

たくさんのご意
見

お待ちしていま
す！

　

飯
島
町
第
６
次
総
合
計
画
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思い当たる「もの忘れ」
早めにご相談を!!

問　飯島町地域包括支援センター　内線196

　
年
を
と
れ
ば
誰
も
が
認
知
症
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。認
知
症
予
備
群
の「
軽

度
認
知
障
害
」
と
さ
れ
る
人
を
加
え
る
と

高
齢
者
の
約
４
人
に
１
人
が
、
認
知
症
あ

る
い
は
そ
の
予
備
群
と
言
う
事
に
な
り
ま

す
。
認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
身

近
な
脳
の
病
気
な
の
で
す
。

認
知
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　
認
知
症
と
は
、『
な
ん
ら
か
の
原
因
に

よ
っ
て
脳
の
細
胞
が
破
壊
さ
れ
た
た
め
に

記
憶
や
判
断
を
す
る
脳
の
機
能
が
低
下
し

生
活
に
支
障
を
き
た
す
状
態
』
の
こ
と
で

す
。
例
え
ば
、
年
相
応
の
も
の
忘
れ
の
場

合
は
忘
れ
た
と
言
う
自
覚
が
あ
り
ま
す
が
、

認
知
症
の
記
憶
障
害
の
場
合
は
忘
れ
た
こ

と
に
対
し
て
自
覚
の
な
い
こ
と
が
多
く
、

徐
々
に
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う

に
な
り
ま
す
。

認
知
症
の-

症
状
と
は

　
脳
の
障
害
に
よ
っ
て
起
こ
る
『
中
核
症

状
』
と
、
本
人
の
素
質
、
周
囲
の
対
応
や

環
境
に
よ
っ
て
起
こ
り
、
人
に
よ
り
強
く

現
れ
る
人
も
い
れ
ば
目
立
た
な
い
人
も
い

る
『
行
動
・
心
理
症
状
』
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？

□
話
し
た
こ
と
や
聞
い
た
こ
と
、
自
分
で
し

□
話
し
た
こ
と
や
聞
い
た
こ
と
、
自
分
で
し  

　
た
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
た
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
な
っ
た
。

□
同
じ
こ
と
を
何
度
も
聞
い
た
り
話
し
た

□
同
じ
こ
と
を
何
度
も
聞
い
た
り
話
し
た  

　
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

□
日
付
や
時
間
、
場
所
が
分
か
ら
な
く

□
日
付
や
時
間
、
場
所
が
分
か
ら
な
く  

　
な
っ
た
。

　
な
っ
た
。

□
何
と
な
く
元
気
が
な
く
興
味
や
関
心
を

□
何
と
な
く
元
気
が
な
く
興
味
や
関
心
を  

　
示
さ
な
く
な
っ
た
。
些
細
な
こ
と
で
怒

　
示
さ
な
く
な
っ
た
。
些
細
な
こ
と
で
怒  

　
り
っ
ぽ
く
な
っ
た
。

　
り
っ
ぽ
く
な
っ
た
。

□
物
が
盗
ま
れ
た
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。

□
物
が
盗
ま
れ
た
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
思
い
当
た
る
こ
と
が
あ
れ
ば
病
院
で
検

査
を
す
る
こ
と
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
早

期
発
見
、
適
切
な
治
療
、
対
応
を
す
る
こ

と
で
症
状
の
進
行
を
遅
ら
せ
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
の
過
ご
し
方
を
考
え
る
時
間
を
も

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

伊
南
４
市
町
村
で
取
り
組
ん
で
い
る｢

も

の
忘
れ
相
談
票｣

を
ご
利
用
下
さ
い
。

　
も
の
忘
れ
相
談
票
と
は
、
記
入
し
て
か

か
り
つ
け
医
へ
持
参
す
る
と
か
か
り
つ
け

医
の
判
断
に
よ
り
、
認
知
症
の
専
門
医
療

機
関
へ
紹
介
さ
れ
受
診
す
る
事
が
で
き
る

も
の
で
す
。
そ
し
て
、
ご
本
人
や
家
族
の

同
意
の
も
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

も
情
報
提
供
さ
れ
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
の
忘
れ
相
談
票
は
伊
南
４
市
町
村
（
飯

島
町
、
駒
ケ
根
市
、
宮
田
村
、
中
川
村
）

の
各
医
療
機
関
、
役
場
に
あ
り
ま
す
。

　
も
の
忘
れ
の
心
配
や
認
知
症
に
関
す
る

ご
相
談
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

は
「
高
齢
者
・
介
護
相
談
日
」
で
す
。
高

齢
者
の
様
々
な
ご
相
談
を
お
受
け
い
た
し

ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

～
保
険
証
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
～

健
康
福
祉
課
保
健
医
療
係

　
内
線
１
７
３

　

国
保

交
通

共
済

南
信
地
域
交
通
災
害
共
済

本
当
に
あ
っ
た
！
「
入
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
～
」
の
話

総
務
課
危
機
管
理
係

　
内
線
２
１
８ 

　

◆
こ
ん
な
と
き
は
国
保
の
届
け
出
が
必
要
で
す
！

　
職
場
の
健
康
保
険
（
健
康
保
険
組
合
、
共
済
組
合
な
ど
）
に
入
っ
て
い

る
人
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
人
、
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
人
以
外
は
、
す
べ
て
の
人
が
国
保
に
入
り
ま
す
。

　
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き
、
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と

き
な
ど
、
国
保
に
加
入
ま
た
は
喪
失
す
る
際
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

こんなとき… 届けに必要なもの

職場の健康保険をやめたとき

職場の健康保険をやめた日付の

分かる証明書、印かん、個人番

号の分かるもの、本人確認書類

職場の健康保険の被扶養者から

外れたとき

扶養を外れた日付の分かる証明

書、印かん、個人番号の分かる

もの、本人確認書類

・職場の健康保険に加入したとき

・職場の健康保険の被扶養者にな 

 ったとき

国民健康保険証、職場の健康保

険の保険証、印かん、

個人番号の分かるもの、本人確

認書類

○手続きの際、番号確認と本人確認を行いますので、個人番号の分 

　かるもの（通知カード・個人番号カードなど）と本人確認書類 

 （運転免許証など）を持参してください。　

＊個人番号の分かるものは、国保に加入・喪失される方全員の分が必要です。

ご不明な点は、健康福祉課保健医療係までお問い合わせください。

　
１
年
間
に
350
円
と
安
い
掛
金
で
、
充
実
の
見
舞
金
が
交
付
さ
れ
る
『
南
信
交
通
災

害
共
済
』
こ
れ
か
ら
ご
紹
介
す
る
内
容
は
、
「
共
済
に
入
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
」
と
感

じ
る
本
当
の
話
で
す
。

　
交
通
事
故
は
注
意
し
て
い
て
も
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
年
度
の
加
入
申
込
は
11
月
30
日
ま
で(

そ
の
後
も
月
単
位
で
の
加
入
可)

で
す
。

万
一
に
備
え
て
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

保証内容は、死亡：120 万円、けが：入院 2000 円／日・通院

500 円／日＋基礎見舞金 20,000 円、後遺障害：30 万円／ 3級～。

★事故に遭ったら忘れずに申請してください★

【事例２】
　共済加入者Ｂさんがバイクで国道を走行中、信号で対向車が急
に右折してきた。衝突を避けるため急ブレーキをかけ転倒し、右
足がバイクの下敷きになった。Ｂさんは救急搬
送され、右足関節捻挫となってしまった。
　その後89日間通院治療し、64,500円の見舞金
が交付された。

【事例１】
　共済加入者Ａさんが乗用車で町道の優先道路を走行
中、脇道から急に相手の車が飛び出してきたため避け
きれず、接触事故となった。Ａさんは救急搬送され、
頸椎捻挫となってしまった。
　その後14日間通院治療し、27,000円の見舞金が交
付された。

必見！備えあれば憂いなし！
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申請者氏名 閲覧利用目的
閲覧
年月日

閲覧に係る範囲

飯島町消防団
（第５分団）

消防新入団員候補
者の抽出のため

R1.12.17
高遠原、新屋敷、上通り、南街道、北街道、北村、柏木、荒田、新田、
針ヶ平の昭和 62 年４月２日から平成 12 年４月１日生まれの男女

自衛隊長野地方
協力本部

自衛官及び自衛官候
補生の募集のため

R2.3.5 町内全域の平成 14 年４月２日から平成 15 年４月１日生まれの男女

飯島町消防団
（第２分団）

消防新入団員候補
者の抽出のため

R2.9.2
南町、親町、豊岡、豊岡住宅、山久、石曽根、鳥居原、日曽利、グ
リーンリーフ飯島の昭和 62 年４月２日から平成 14 年４月１日生ま
れの男女

飯島町消防団
（第１分団）

消防新入団員候補
者の抽出のため

R2.9.4
岩間、高尾、赤坂、北町、上ノ原、中町、南仲町、舟久保、美澤、
北梅戸、赤坂グリーンヒル、陣馬、グリーンハートの昭和 62 年４
月２日から平成 14 年４月１日生まれの男女

飯島町消防団
（第３分団）

消防新入団員候補
者の抽出のため

R2.10.8
春日平、追引、南割、南田切、中平、北河原の
昭和 63 年４月１日から平成 14 年９月 30 日生まれの男女

飯島町消防団
（第４分団）

消防新入団員候補
者の抽出のため

R2.10.28
本郷第一、本郷第二、本郷第三、本郷第四、本郷第五、本郷第六の
昭和 63 年４月２日から平成 13 年４月１日生まれの男女

千
人
塚
公
園
観
光
振
興
施
設

新
名
称
「
櫻

さ
く
ら

山や
ま

」
に
決
定
し
ま
し
た

観
光

地
域
創
造
課
魅
力
デ
ザ
イ
ン
係

　
内
線
１
２
６

　
千
人
塚
公
園
の
城
ヶ
池
北
側
に
建
つ

観
光
振
興
施
設
の
新
た
な
名
称
が
決
定

し
ま
し
た
。
令
和
３
年
４
月
か
ら
は
指

定
管
理
者
に
よ
り
、
観
光
の
拠
点
施
設

と
し
て
新
た
な
活
用
が
始
ま
り
ま
す
。

■
新
名
称

　
櫻
山
（
さ
く
ら
や
ま
）

【
命
名
の
理
由
】

　
千
人
塚
公
園
は
昔
か
ら
桜
が
き
れ
い 

　
な
の
で
昔
の
漢
字
「
櫻
」
を
使
っ
た
。

　「
山
」
は
二
つ
の
ア
ル
プ
ス
。

【
命
名
者
】

　
飯
島
中
学
校
１
年
２
組
※
写
真
右
か
ら

　　
松ま

つ

下し
た

　
舷げ

ん

さ
ん

　　
荒あ

ら

巻ま
き

碧そ

空ら

さ
ん

　　
伊い

藤と
う

晃あ
き

将ま
さ

さ
ん 

■
応
募
数

　
応
募
者
88
名
（
一
般
２
名
、中
学
生
86
名
） 

　
応
募
作
品
58
点

■
選
定
方
法

　
飯
島
町
観
光
戦
略
会
議
と
庁
内
会
議
に
て
決
定

住民基本台帳の閲覧状況公表について住民基本台帳の閲覧状況公表について
　令和元年11月１日から令和２年10月31日までの住民基本台帳閲覧の状況を公表します。

お問合せ　住民税務課住民係　内線158

応
募
作
品
が
採
用
さ
れ
た
３
人
の
感
想

◆
松
下
さ
ん
「
ア
ル
プ
ス
と
桜
を
見

に
来
た
人
が
集
ま
る
施
設
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
。」

◆
荒
巻
さ
ん
「
施
設
の
名
前
と
一
緒

に
千
人
塚
公
園
の
桜
が
全
国
に
知
ら

れ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。」

◆
伊
藤
さ
ん
「
力
士
の
名
前
み
た
い

で
覚
え
や
す
い
と
思
っ
た
。
飯
島
町

を
知
ら
な
い
人
に
も
使
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。」

▲10月 29日に飯島中学校１年
２組で採用作品の発表と記念品贈
呈式を行いました。

▲「櫻山」が再び地域
の皆さんに愛される施
設となるよう活用して
いきます。
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水
道

水
道
の
凍
結
防
止
に
つ
い
て

建
設
水
道
課
水
道
係

　
内
線
１
３
２ 

　

　例年、冷え込みにより水道管の凍結破裂による漏水が多く発生します。メーター器から宅内

配管は個人の管理となります。凍結させないために対策をお願いします。

①
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
凍
結
防
止

　
ボ
ッ
ク
ス
内
が
凍
結
し
て
し
ま
う
と
水
が

出
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
凍
結
箇
所
が

割
れ
て
漏
水
し
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
ボ

ッ
ク
ス
内
に
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
緩
衝
材
を

詰
め
て
凍
結
防
止
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
夜
間
、
外
出
時
等
に
は 

　
不
凍
栓
、
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
ー
を
活
用

　
管
の
中
に
水
が
溜
ま
っ
た
ま
ま
に
な
る

と
、
水
が
凍
結
し
て
管
が
割
れ
る
原
因
と
な

り
ま
す
。
不
凍
栓
を
閉
め
る
こ
と
に
よ
り
、

管
の
中
の
水
が
地
中
へ
排
出
さ
れ
、
凍
結
防

止
に
な
り
ま
す
。不
凍
栓
の
使
用
方
法
は「
全

開
」
か
「
全
閉
」
で
す
。
中
途
半
端
に
不
凍

栓
が
開
い
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
、
水
が

地
中
へ
漏
れ
た
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
古
く
な
っ
た
不
凍
栓
が
故
障
し
て

漏
水
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
り
ま

す
。
使
用
さ
れ
る
前
に
は
点
検
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
不
凍
栓
の
他
に
も
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
ー
を

使
う
の
も
有
効
で
す
。

③
日
常
の
漏
水
点
検

　
水
道
の
検
針
は
２
か
月
に
１
回
で
す
。
検

針
時
に
使
用
水
量
が
増
加
し
て
い
る
、
留
守

な
の
に
水
の
動
き
が
あ
る
な
ど
、
異
常
が
あ

っ
た
場
合
は
検
針
表
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示

さ
れ
ま
す
の
で
、
メ
ー
タ
ー
器
の
ご
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
水
を
使
っ
て
い
る
と
、
液
晶
右
下
の
黒
い

マ
ー
ク
が
点
滅
し
ま
す
。蛇
口
等
を
閉
め
て
、

水
を
使
っ
て
い
な
い
状
態
で
点
滅
し
て
い
れ

ば
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
水
が
た
く

さ
ん
出
て
い
る
ほ
ど
点
滅
が
早
く
な
り
ま

す
。

漏
水
か
な
と
思
っ
た
ら
…

　
漏
水
が
疑
わ
れ
る
と
き
は
、
飯
島
町
水
道

工
事
指
定
店
へ
依
頼
し
て
い
た
だ
き
、
修
理

を
お
願
い
し
ま
す
。
指
定
店
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
役
場
水
道
係
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▲メーター器液晶の写真です。
日常的に点検をしておくと安心
です！

対策前対策前

対策後対策後
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健
康

風
し
ん
の
追
加
的
対
策
の
抗
体
検
査
は

お
済
み
で
す
か
？

健
康
福
祉
課
保
健
医
療
係

　
内
線
１
７
４ 

　

　
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
４
年

３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
、
公
的
補
助

に
よ
る
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る

機
会
が
一
度
も
な
か
っ
た
方
へ
、
無
料

で
風
し
ん
の
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
を

受
け
ら
れ
る
ク
ー
ポ
ン
券
が
発
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

飯
島
町
で
は
、
現
在
約
25
％
の
方

が
抗
体
検
査
に
よ
り
風
し
ん
に
対
す
る

抗
体
が
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
※

先
天
性
風
し
ん
症
候

群
（
Ｃ
Ｒ
Ｓ
）
の
発
生
を
な
く
す
た
め

に
も
早
め
の
検
査
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

※
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
（
Ｃ
Ｒ
Ｓ
）

　
免
疫
の
な
い
女
性
が
妊
娠
初
期
に
風

し
ん
に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
り
、
赤
ち

ゃ
ん
が
先
天
性
心
疾
患
・
白
内
障
・
難

聴
な
ど
を
特
徴
と
す
る
障
が
い
を
引
き

起
こ
す
こ
と
の
総
称
。

■
対
象
者

　
昭
和
37
年
４
月
１
日
～

　
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

■
費
用

　
無
料
（
接
種
者
の
都
合
に
よ
る
キ
ャ 

　
ン
セ
ル
は
料
金
が
発
生
す
る
場
合
が 

　
あ
り
ま
す
）

■
医
療
機
関

　
本
事
業
に
参
加
し
て
い
る
全
国
の
医
療 

　
機
関
、
事
業
所
検
診
、
特
定
健
診
な
ど

◆
転
出
に
よ
る
住
所
の
変
更
が
あ
っ
た 

　
場
合
の
手
続
き

　
転
出
先
の
市
区
町
村
で
ク
ー
ポ
ン
券

を
発
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

転
出
先
に
て
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
風
し
ん
の
追
加
的
対
策
に
つ
い
て
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

実施者
30％
303 人

未実施者
70％
701 人

抗体検査実施状況

集計期間　平成 31 年４月～令和２年８月

抗体あり
75％
228 人

抗体なし
25％
75 人

抗体検査結果

集計期間　平成 31 年４月～令和２年８月

飯島町の風しん抗体検査の状況と結果飯島町の風しん抗体検査の状況と結果

▲厚生労働省ホーム
ページ「風しんの追
加的対策について」
では動画などでより
詳しく説明が掲載さ
れています。
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町の職員数と給与の公表町の職員数と給与の公表
お問合せ　総務課庶務係　内線211

飯島町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき公表します。

■職員の給与の状況
(1)人件費の状況（一般会計決算）※特別職(町長ほか、審議会委員など)に支給される給料、報酬などを含みます。

区　分 住民基本台帳人口
（R2.3.31現在）

歳出額
（Ａ） 実質収支 人件費

（Ｂ）
人件費率

（Ｂ／Ａ）
元年度 9,308人 5,152,572千円 132,287千円 910,255千円 17.7％

(2)職員給与費の状況（一般会計予算）※職員手当には退職手当を含みません。額は当初予算に計上された額です。

区　分
職員数（Ａ）

給　　与　　費 一人当たり給与額
（Ｂ／Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

２年度 105人 347,864千円 46,733千円 140,577千円 535,174千円 5,097千円

(3)職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（R2.4.1現在一般会計）
区　分 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 293,399円 321,475円
一般行政職
平均年齢

H31.4.1 R2.4.1 比較増減
39歳４月 39歳２月 -２月

※給与月額とは、給料月額に扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当を合計したものです。

(4)職員の初任給の状況（R2.4.1現在）
区　分 飯島町 国

一　般
行政職

大学卒 182,200円 182,200円
高校卒 150,600円 150,600円

(5)職員の経験年数別、学歴別給料月額（R2.4.1現在）
区　分 10年 15年 20年

一　般
行政職

大学卒 268,800円 302,567円 320,500円
高校卒 229,150円 該当者なし 326,575円

(6)職員の手当の状況
・退職手当（R2.4.1現在）※支給率は国と同じ

区　分 支給率
自己都合 勧奨・定年

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分

職務上の段階による加算措置　有

区　分 支給割合
期末手当 勤勉手当

６月期 1.30月分 0.95月分
12月期 1.30月分 0.95月分

計 2.60月分 1.90月分
職務の級による加算措置　有

・期末、勤勉手当（R2.4.1現在）※支給率は国と同じ

(7)ラスパイレス指数（給与水準）の状況

区　分 飯島町 長野県町村平均
指数 指数

令和元年度 95.7 95.4
※ラスパイレス指数とは、国家公務員を100とした 
　場合の給与水準を示す指数です。

■特別職の報酬などの状況（R2.4.1現在）
区　分 給料月額 期末手当

給料
町　長 689,400円

６月期
1.70月

12月期
1.70月

計3.40月

副町長 584,200円
教育長 509,500円

報酬

議　長 288,200円
副議長 220,500円

常任委員長 210,700円
議　員 198,000円

■職員の福祉及び利益の保護の状況など
区　分 状　況

健康診断 健康診断受診者数 169人
(人間ドック含む)※令和元年度

飯島町
職員互助会

全体事業費4,867,270円 会員数172人
(内公費負担額2,437,877円)
地方公務員法に基づき、福利厚生・
慶弔事業を実施

公務災害 常勤職員１人、非常勤職員１名
育休取得状況 令和２年４月１日現在 ４人
年休取得状況 令和元年中平均取得日数 6.8日

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級
標準的な
職務内容 主事 主任 主査

課長補佐・
係長・室長
・園長等

課長 課長

職員数 11人 11人 19人 27人 ３人 ６人
比率 14.3％ 14.3％ 24.7％ 35.0％ 3.9％ 7.8％

■一般行政職の級別職員数の状況（R2.4.1現在）

■職員数の状況

部　門 職員数（人） 対前年
増減数H31.4.1 R2.4.1

一般行政

議　会 2 2
総　務 28 28
税　務 7 7
民　生 28 28
衛　生 7 7

農林水産 9 10 1
商　工 4 3 -1
土　木 9 8 -1
小　計 94 93 -1

特別行政 教　育 11 11

公営企業ほか

水　道 4 4
下水道 2 2
その他 9 9
小　計 15 15

合　計 120 119 -1
※休職者などを含み、会計年度任用職員を除いた一般職に属する
　職員数です。



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

陸陸軍軍登登戸戸
のぼりと

研研究究所所
けんきゅうじょ

にに  

関関すするる情情報報をを  

集集めめてていいまますす  

登戸研究所に関する情報をお寄せください 

問 飯島町文化財調査委員会
（事務局）教育委員会 生涯学習係 内線 ・

 

【【ごご連連絡絡方方法法】】  
①裏面記入後、ＦＦＡＡＸＸ（０２６５－８６－５５９６）で教育委員会
まで送信する。 

②裏面と同じ内容を、メメーールル（ ）で

教育委員会まで送信する。 

③裏面記入後、教育委員会まで持参する。 

一一次次締締切切：：1111月月末末（（随随時時受受けけ付付けけてておおりりまますす））  

昭和２０年、飯島町に疎開していた登戸研究所について、見

たことや聞いたことがあるなど、ご存知の情報をお寄せくださ

い。知っている情報（登戸研究所以外の戦争に関することも

含む）を裏面へご記入いただき、教育委員会宛にご連絡くだ

さい。ご協力をお願いいたします。 

ご連絡方法として、下記①～③のいずれかをお選びください。

登戸研究所で使用された机 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

登戸研究所についてご存知のことを、以下へご記入ください。 

 

①登戸研究所について、聞いたこと・ものを見たことがある、その他関係

することを聞いたことがありますか？ 

ある  ・  ない 

②どのようなことを聞きましたか？どなたから聞きましたか？ 

 また、研究所に関係したもので、具体的にどのようなものを見ましたか？ 

 
 

 

 

氏名・年齢・連絡先についてご記入ください。 

氏名：                    年齢：      歳 

住所：                  （自治会）        

電話番号：                 （性別） 男 ・ 女  

※個人情報は、登戸研究所に関することのご連絡時にのみ使用します。 

③その他戦争に関係したこと・遺品・進駐軍などについて、ご存知のこと

をご自由にご記入ください。 

 
 

少少ししののここととででもも構構いいまませせんんののでで、、情情報報ををおお寄寄せせ下下ささいい。。  

ごご協協力力あありりががととううごござざいいままししたた。。  

→②へお進みください →③へお進みください 

④登戸研究所について知っている方をご存知でしたら、ご紹介下さい。 

例）・研究所の人が宿泊して

いた家を知っている。 

・関係資料を持っている。 
など 
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頑
張
っ
て
歩
い
た
よ
！ 

 

七
久
保
保
育
園
遠
足

　　
1010
月月
２２
日
、
七
久
保
保
育
園
で
遠
足
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
年
長
、
年
中
の
園
児
た
ち

は
、
中な

か

野の

幸こ
う

一い
ち

さ
ん
（
荒
田
）
の
コ
ス
モ
ス

畑
と
、
竹た

け

沢ざ
わ

秀ひ
で

幸ゆ
き

さ
ん
（
柏
木
）
の
栗
畑
へ

行
き
ま
し
た
。
コ
ス
モ
ス
畑
で
は
き
れ
い
に

咲
い
た
コ
ス
モ
ス
を
ハ
サ
ミ
で
上
手
に
摘
み

取
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
「
か
わ
い
い

ね
」
「
お
っ
き
い
！
」
な
ど
声
を
あ
げ
な
が

ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
栗
畑
で
は
竹
沢
さ

ん
に
教
わ
り
な
が
ら
足
で
毬い

が

栗ぐ
り

を
開
き
、
刺

さ
ら
な
い
よ
う
に
慎
重
に
取
り
出
し
て
い
ま

し
た
。
つ
や
つ
や
の
栗
を
手
の
ひ
ら
い
っ
ぱ

い
に
乗
せ
、
「
こ
ん
な
に
採
れ
た
！
」
と
見

せ
合
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
見
事 

　
田
切
の
コ
ス
モ
ス
畑
満
開

　
10
月
初
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
今
年
も
道

の
駅
田
切
の
里
周
辺
の
コ
ス
モ
ス
が
見
頃
を

迎
え
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
秋
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会

の
皆
さ
ん
が
大
切
に
管
理
を
続
け
て
い
た
だ

い
た
、
た
く
さ
ん
の
コ
ス
モ
ス
が
訪
れ
た

方
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
10
月
４
日
、
飯
島
運
動
場
で
飯
島
町
消

防
団
の
秋
季
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

例
年
開
催
し
て
い
た
春
季
訓
練
や
ポ
ン
プ

操
法
大
会
な
ど
が
中
止
と
な
っ
た
た
め
、

消
防
団
員
が
集
ま
る
全
体
行
事
は
１
月
の

出
初
式
以
来
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
感

染
症
対
策
と
し
て
、
出
席
す
る
団
員
を
絞

っ
て
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た
が
、
秋
晴
れ

の
中
、
緊
張
感
を
も
っ
て
訓
練
に
臨
ん
で

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
年
消
防
団
員
と
し
て
活
動
さ

れ
、
昨
年
度
を
も
っ
て
退
団
さ
れ
た
18
名

の
方
々
へ
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

飯
島
町
消
防
団 

秋
季
訓
練

来
年
も
楽
し
み
！ 

　
越
百
ク
ラ
ブ
花
壇
の
種
ま
き

　
10
月
５
日
、
北
町
に
あ
る
越
百
ク
ラ
ブ
の

花
壇
へ
ポ
ピ
ー
な
ど
の
種
ま
き
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
飯
島
保
育
園
の
年

長
児
が
越
百
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
種
を
ま
き
ま
し
た
。
昨
年
は

フ
ク
ロ
ナ
デ
シ
コ
の
種
を
ま
き
、
今
年
５
月

頃
に
ピ
ン
ク
色
の
か
わ
い
ら
し
い
花
が
咲
き

ま
し
た
。
今
年
は
近
隣
の
方
か
ら
の
リ
ク
エ

ス
ト
に
応
え
、
来
年
５
月
頃
に
ポ
ピ
ー
の
花

を
楽
し
め
る
よ
う
に
、
種
ま
き
を
行
い
ま
し

た
。
園
児
た
ち
は
来
年
ポ
ピ
ー
が
き
れ
い
に

咲
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

コスモスも栗もたく

さん収穫できて、お

土産としていただき

ました。



　10月19日、令和２年度「花の

ある風景づくりコンクール」の

表彰式が行われました。新型コ

ロナなどの厳しい状況の中、花

づくりに励んでいただいた17の

団体が表彰されました。

　花壇の様子は先月発行の広報

10月号に掲載されていますので

ぜひご覧ください。

　10月17日、七久保小学校で音

楽会が行われました。新型コロ

ナウイルス感染症の感染拡大を

防ぐため、今年度は合奏のみの

音楽会となりました。児童たち

は練習の成果をしっかり発揮

し、素敵な音楽を響き渡らせて

いました。
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身
近
に
あ
る
不
思
議 

　
七
小
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

　
10
月
21
日
、『
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

わ
く
わ
く
』
の
皆
さ
ん
に
よ
る
サ
イ
エ
ン
ス

シ
ョ
ー
が
、
七
久
保
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
体
育
館
に
集
ま
り
、
液
体
窒
素
を
使

っ
た
-196
℃
の
世
界
を
は
じ
め
、
様
々
な
科
学

の
実
験
を
体
験
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
身

近
な
も
の
が
変
化
す
る
実
験
に
声
を
あ
げ
て

驚
き
、
楽
し
み
ま
し
た
。
最
後
は
全
校
が
輪

に
な
り
静
電
気
を
感
じ
る
実
験
「
百
人
お
ど

し
」
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
包
括
連
携
協
定 

　
第
一
弾 

米
定
期
便
事
業
開
始

　
昨
年
度
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
と
町
が
結
ん
だ
地

域
活
性
化
包
括
連
携
協
定
の
第
一
弾
の
取
り

組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ヤ
マ
ト
運
輸

㈱
が
運
営
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
登
録
し
て
い
る

多
摩
地
域
の
会
員
約
６
千
人
を
対
象
に
お
米

の
購
入
な
ど
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送

り
、
回
答
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
抽
選
で
飯

島
町
の
新
米
３
合
（
サ
ン
プ
ル
）
を
お
届
け

し
て
い
ま
す
。
サ
ン
プ
ル
米
に
は
注
文
票
が

付
い
て
お
り
、
気
に
入
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

今
後
も
継
続
的
に
飯
島
町
の
お
米
を
注
文
い

た
だ
け
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
今
後
は
お
米
だ

け
で
な
く
、
各
種
農
産
物
に
も
広
げ
て
い
く

予
定
で
す
。

　
10
月
13
日
に
は
、
事
業
を
主
導
す
る
飯
島

町
営
業
部
食
部
会
で
㈱
田
切
農
産
代
表
の
紫し

芝し
ば

勉つ
と
むさ

ん
と
、
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
松
川
高
森
支

店
長
の
飯い

い

塚づ
か

貢み
つ
ぐさ

ん
が
記
者
会
見
を
行
い
ま

10 月 17 日、いいっ子センター

で「町長さんを囲んでおしゃべ

り会」が開かれました。子育て

中の保護者の皆さんと町長が円

座になり、ざっくばらんに意見

を交換しました。町ではいただ

いた貴重なご意見を今後の町づ

くりに役立てていきます。

将
来
に
向
け
て
の
経
験 

　
中
学
生
職
場
体
験

　
10
月
13
日
、
14
日
に
飯
島
中
学
校
２
年
生

が
町
内
の
事
業
所
な
ど
で
職
場
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
飯
島
町
役
場
で
は
中な

か

野の

心こ
こ

華は

さ
ん

と
横よ

こ

田た

紗さ

穂ほ

さ
ん
が
職
場
体
験
に
訪
れ
、
１

日
目
は
健
幸
教
室
の
運
営
補
助
や
事
務
作

業
、
２
日
目
は
広
報
紙
の
取
材
と
記
事
の
作

成
を
行
い
ま
し
た
。
２
人
が
自
分
た
ち
で
実

際
に
取
材
し
、
パ
ソ
コ
ン
で
編
集
を
行
っ
た

記
事
は
次
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

し
た
。
紫
芝
さ
ん
は
「
今
年
の
お
米
は
ね
ば

り
が
強
く
甘
み
が
あ
り
、と
て
も
美
味
し
い
。

多
く
の
方
に
気
に
入
っ
て
も
ら
え
る
と
思
い

ま
す
。
定
期
便
も
特
価
な
ど
用
意
し
、
利
用

促
進
に
繋
げ
て
い
け
れ
ば
。」
と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
飯
塚
さ
ん
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
が
、
や
っ

と
ス
タ
ー
ト
出
来
て
良
か
っ
た
。
飯
島
町
と

多
摩
地
区
両
方
の
地
場
の
活
性
化
に
繋
げ
た

い
。」
と
語
れ
ら
れ
ま
し
た
。

▲定期便販売のお米を持つ紫芝さん（写
真右）と今回のサンプル米を持つ飯塚さ
ん（写真左）。

▼サンプル米

▲ペットボトルに入れた液体窒
素が爆発！離れていてもびっく
りする大きな音とともにカラフ
ルなピンポン玉が舞い上がりま
した。

▲横
よこ

田
た

紗
さ

穂
ほ

さん ▲中
なか

野
の

心
ここ

華
は

さん

2人で協力して立派な記事が出来ました！
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赤
い
幸
せ 

　
ポ
ピ
ー
の
種
ま
き

　
今
年
も
10
月
14
日
に
、
ア
グ
リ
ネ
ー
チ
ャ

ー
で
来
年
５
月
中
旬
に
咲
く
、
ポ
ピ
ー
の
種

ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
で
４
回
目
と

な
る
こ
の
活
動
は
あ
ぐ
り
の
丘
花
ク
ラ
ブ
の

羽は

生
に
ゅ
う

力い
さ

雄お

さ
ん
を
中
心
に
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
役
場
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
合

わ
せ
て
約
20
名
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
よ
そ
１
ミ
リ
の
ポ
ピ
ー
の
種
を
１
枚

の
畑
に
つ
き
10
数
名
が
横
一
線
に
並
び
、
種

を
撒
き
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
約
65
ア
ー
ル
の

畑
に
は
機
械
で
は
な
く
人
の
手
で
次
々
と
種

が
ま
か
れ
て
い
き
、
５
分
ほ
ど
で
１
枚
の
畑

一
面
が
ポ
ピ
ー
の
種
で
埋
ま
り
ま
し
た
。

満
遍
な
く
ポ
ピ
ー
の
花
が
咲
く
よ
う
に
、

米
ぬ
か
を
混
ぜ
た
り
、
ト
ラ
ッ
ク
で
土
と
種

を
な
ら
し
飛
ば
な
い
よ
う
に
し
た
り
す
る
な

ど
の
様
々
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
羽
生
さ
ん
は

下
平
町
長
の「
飯
島
町
を
花
の
町
に
し
た
い
」

と
い
う
発
言
か
ら
自
分
で
も
何
か
協
力
で
き

な
い
か
と
豊
丘
村
へ
視
察
に
行
っ
た
り
、
埼

玉
県
の
森
林
公
園
で
研
究
を
し
た
り
と
花
の

町
の
実
現
に
協
力
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
今
年
も
き
れ
い
に
咲
く
の
で
、
県
内
に
限

ら
ず
県
外
か
ら
も
見
に
来
て
ほ
し
い
」
と
開

花
へ
の
意
気
込
み
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

町
を
学
ぶ

　
飯
中
２
年
生

　
職
場

体
験
学
習

　
10
月
13
日
、
14
日
、
飯
島
町
内
の
各
事
業

所
で
飯
島
中
学
校
２
年
生
の
職
場
体
験
学
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
８
月
中
に
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
事
業
所
で
例
年

ど
お
り
の
職
場
体
験
学
習
が
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

進
路
を
決
め
る
３
年
生
へ
の
進
級
が
間

近
に
迫
っ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
進
路
へ
の
参

考
に
し
よ
う
と
、
２
年
生
77
名
が
様
々
な
職

業
に
つ
い
て
学
び
、
実
際
に
仕
事
を
体
験
し

ま
し
た
。

い
い
っ
子
セ
ン
タ
ー
で
体
験
を
し
た
土つ

ち

村む
ら

芙ふ

宇う

さ
ん
は
「
子
ど
も
が
好
き
で
、
触
れ

合
い
た
い
と
思
っ
た
」
と
こ
の
職
場
を
希
望

し
、「
職
員
の
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
方
や
、
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
ん
で

い
る
と
こ
ろ
を
真
似
し
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。ま

た
、
道
の
駅
「
田
切
の
里
」
で
体
験

を
し
た
佐さ

さ々

木き

夏か

帆ほ

さ
ん
は
「
た
く
さ
ん
の

人
と
関
わ
っ
て
み
た
い
」
と
こ
の
職
場
を
希

望
し
、「
野
菜
の
包
装
や
レ
ジ
打
ち
は
大
変

だ
け
ど
、
で
き
る
だ
け
大
き
な
声
で
話
す
こ

と
を
意
識
し
て
い
る
」
と
体
験
へ
の
意
気
込

み
を
話
し
ま
し
た
。

▲アサギマダラがとまっ
ているフジバカマ。風に
吹かれながら、アサギマ
ダラと遊んでいました。

▲風が強い中での
作業。楽しみなが
ら 行 っ て い ま し
た。

◀田切の里のレジで会計をして
います。昼時で混雑していまし
たが、丁寧に対応をしていまし
た。

▲未満児と一緒に遊んでいます。
「したいことをさせてあげること
が大切です。」と話しました。

中学生が職場体験で取材・作成した記事です。
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下
平
さ
ん
は
、
昭
和
48
年
に
現
在
の
ア
ー
ス
下
平

設
計
を
創
設
し
、
長
年
地
域
の
建
築
活
動
を
担
っ
て

き
ま
し
た
。
昭
和
55
年
に
は
建
築
士
会
全
国
大
会
の

研
修
会
に
お
い
て
、
関
東
甲
信
越
地
区
代
表
と
し
て

『
住
宅
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
の
意
見
発
表
を
行
い
評

価
さ
れ
、
省
エ
ネ
建
築
の
一
つ
の
指
針
と
な
り
ま
し

た
。
平
成
13
年
か
ら
平
成
16
年
の
３
年
間
、
長
野
県

建
築
士
会
上
伊
那
支
部
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
平
成
17
年
か
ら
平
成
20
年
の
３
年
は
長
野
県
建

築
士
会
本
会
の
理
事
、
平
成
25
年
か
ら
の
３
年
間
は

副
会
長
、
平
成
29
年
か
ら
の
１
年
間
は
常
務
理
事
を

歴
任
さ
れ
、
地
域
や
建
築
行
政
に
貢
献
さ
れ
て
き
た

功
績
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
度
、
長
野
県
知
事
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
下
平
さ
ん
は
「
今
後
も
経
験
を

生
か
し
て
色
々
な
提
案
を
し
て
い
き
た
い
」
と
語
ら

れ
ま
し
た
。

下下し

も

平平
だ
い
ら  

文文ふ

み

隆隆た

か　　
さ
ん
さ
ん　　
（
中
平
）

（
中
平
）

長
野
県
知
事
表
彰
受
賞

長
野
県
知
事
表
彰
受
賞

　　

元
七
久
保
診
療
所
院
長

　　

元
七
久
保
診
療
所
院
長

故故  

廣廣ひ

ろ

瀬瀬せ  

義義よ

し

明明あ

き　　
先
生
先
生　　
か
ら
か
ら  

  

寄寄
附附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
廣
瀬
先
生
は
平
成
７
年
７
月
か
ら
平
成
29
年
11
月

末
ま
で
の
22
年
間
と
い
う
長
き
に
わ
た
り
、
七
久
保

診
療
所
の
院
長
と
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
先
生
は
七
久
保
診
療
所
で
の
診
察
だ
け
で

な
く
、
予
防
接
種
や
健
診
、
学
校
医
な
ど
地
域
の
医

療
と
福
祉
の
発
展
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
去
る
令
和
２
年
８
月
20
日
に
廣
瀬
先
生
は
84
歳
で

御
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。お
世
話
に
な
っ
た
飯
島
町
へ
、

と
い
う
想
い
で
遺
言
状
に
よ
り
100
万
円
の
遺
贈
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
10
月
９
日
、
遺
言
執
行
者
で

あ
る
弁
護
士
法
人
下
平
法
律
事
務
所
の
下し

も

平
だ
い
ら

秀ひ
で

弘ひ
ろ

弁
護
士
が
来
庁
さ
れ
、
遺
贈
金
を
お
渡
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

▲廣瀬先生の想いをしっかりと受け取り
ました。
町ではこの寄附金を医療関係事業で活用
させていただく予定です。



　

こ　
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「
日ひ

な
た
ざ
わ
川が

わ

へ
」　

　
　
　
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
人ひ

と

　
　
　
　
七な

な

久く

保ぼ

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

２
年ね

ん

１
組く

み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
の 

日か

歩ほ

救
き
ゅ
う

命
き
ゅ
う

救
き
ゅ
う

急め
い

教
き
ょ
う

室し
つ

　
南

み
な
み

消
し
ょ
う

防ぼ
う

署し
ょ

の
原は

ら

さ
ん
に
講こ

う

師し

と
し
て
来き

て
い
た
だ
き
、
避ひ

難な
ん

訓く
ん

練れ
ん

用よ
う

人に
ん

形ぎ
ょ
う

を
使つ

か

っ
て
心し

ん

臓ぞ
う

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
仕し

方か
た

・
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使つ

か

い
方か

た

・
誤ご

飲い
ん

の
対た

い

処し
ょ

法ほ
う

の

講こ
う

習し
ゅ
うを

受う

け
ま
し
た
。『
い
ざ

と
い
う
と
き
で
き
る
か
な
ぁ
』

と
心し

ん

配ぱ
い

の
声こ

え

が
聞き

か
れ
ま
し
た

が
、
署し

ょ

員い
ん

の
方か

た

に
質し

つ

問も
ん

を
し
な

が
ら
練れ

ん

習し
ゅ
うを

し
ま
し
た
。『
も

し
も
・
・
・
』
に
備そ

な

え
、
学ま

な

ん

で
お
く
こ
と
は
大た

い

切せ
つ

で
す
ね
。

ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
教

き
ょ
う

室し
つ

　
講こ

う

師し

に
森も

り

下し
た

先せ
ん

生せ
い

を
迎む

か

え
て

開か
い

催さ
い

し
ま
し
た
。
産さ

ん

後ご

の
お
腹な

か

の
引ひ

き
締し

め
に
効こ

う

果か

の
あ
る
動う

ご

き
・
猫ね

こ

背ぜ

に
効こ

う

果か

の
あ
る
動う

ご

き
・

冷ひ

え
対た

い

策さ
く

に
な
る
動う

ご

き
や
、
赤あ

か

ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
脳の

う

へ
の
刺し

激げ
き

に
な
る
動う

ご

き
な
ど
、
ヨ
ガ
の
動う

ご

き
に
つ
い
て
の
お
話

は
な
し

を
し
っ
か

り
聞き

き
な
が
ら
行

お
こ
な

っ
て
い
ま
し

た
。
ヨ
ガ
の
心こ

こ

地ち

よ
い
動う

ご

き
と

触ふ

れ
合あ

い
の
中な

か

で
、
心

こ
こ
ろ

も
身か

ら

だ体

も
ほ
ぐ
れ
て
い
き
、
と
て
も
穏お

だ

や
か
な
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うで

行
お
こ
な

う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 10

月が
つ

の
で
き
ご
と

か
ら
…

　
わ
た
し
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
今い

ま

は
ま
っ
て
い
る
の

は
、
日ひ

な
た
ざ
わ
川が

わ

へ
行い

く
こ
と
で
す
。
日ひ

な
た

ざ
わ
川か

わ

に
は
、
川か

わ

の
上う

え

の
方ほ

う

に
た
き
が
あ
る
の
で

楽た
の

し
い
で
す
。
さ
い
し
ょ
に
行い

っ
た
時と

き

は
、
石い

し

で

は
し
を
作つ

く

り
ま
し
た
。
夏な

つ

に
は
水み

ず

ぎ
を
き
て
、
た

き
に
う
た
れ
た
り
、
た
き
つ
ぼ
で
お
よ
い
だ
り
し

ま
し
た
。

　
川か

わ

の
下し

た

の
方ほ

う

に
は
、
も
う
一ひ

と

つ
た
き
が
あ
る
の

で
、
た
き
の
下し

た

に
下お

り
て
み
た
く
て
木き

の
は
し
ご

と
竹た

け

の
は
し
ご
を
作つ

く

っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
、

竹た
け

の
は
し
ご
を
作つ

く

っ
て
い
ま
す
。
竹た

け

で
作つ

く

る
の
は

む
ず
か
し
い
で
す
。
く
ぎ
だ
と
ひ
び
が
入は

い

っ
て
し

ま
う
の
で
、
ひ
も
で
し
ば
り
ま
し
た
。
で
き
た
の

で
の
っ
て
み
ま
し
た
。
で
も
、
子こ

ど
も
が
の
っ
て

も
竹た

け

が
下さ

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
今い

ま

ど
う
す
れ
ば

い
い
か
考

か
ん
が

え
て
い
ま
す
。

　【
原げ

ん
ぶ
ん文

の
ま
ま
掲け

い
さ
い載

し
て
い
ま
す
】
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飯
いい

島
じま

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

１年
ねん

２組
くみ

　　伊
い

藤
とう

 晃
あき

将
まさ

　僕
ぼく

は飯
いい

島
じま

町
まち

に住
す

む人
ひと

がふえて来
く

る人
ひと

がふ

え、笑
え

顔
がお

があふれて元
げん

気
き

な町
まち

にしたいです。

　そのためには一
いち

度
ど

きてもらい飯
いい

島
じま

町
まち

のよ

さをしってもらうひつようがあると思
おも

いま

す。

　訪
おとず

れた人
ひと

に千
せん

人
にん

塚
づか

公
こう

園
えん

をおすすめしたい

です。千
せん

人
にん

塚
づか

はけしきがよく桜
さくら

もあって、

マレットゴルフ、キャンプや城
じょう

が池
いけ

という

池
いけ

でカヌーや水
すい

上
じょう

体
たい

けんなどもできます。

　千
せん

人
にん

塚
づか

にある施
し

設
せつ

があり、そこでとまる

ことやりょうりなどができてとてもべんり

です。その施
し

設
せつ

の名
な

前
まえ

をぼくたちが櫻
さくら

山
やま

と

なづけました。まず桜
さくら

は昔
むかし

からきれいなの

で、この櫻
さくら

という字
じ

にしました。山
やま

はアル

プスにかこまれているのでその名
な

をつけま

した。

　この施
し

設
せつ

には、町
ちょう

内
ない

の人
ひと

にももちろん他
ほか

の町
まち

の人
ひと

や県
けん

外
がい

の人
ひと

たちに使
つか

ってもらい、

飯
いい

島
じま

町
まち

の良
よ

さを知
し

ってもらえればと思
おも

いま

す。

　【原
げん

文
ぶん

のまま掲
けい

載
さい

しています】

飯
いい

島
じま

東
とう

部
ぶ

保
ほいくえん

育園の年
ねんちょう

長さんたち

「大
おお

きくなったら

　　　　　　　　何
なに

になりたい？」

飯
いいじま

島小
しょうがっこう

学校

　４年２組担任（保健体育）

　　鈴
すず

木
き

 ななみ 先
せんせい

生

今
こ と し

年４月
がつ

、新
しん

規
き

採
さい

用
よう

で飯
いい

島
じま

小
しょう

学
がっ

校
こう

へ。

飯
いい

島
じま

町
まち

七
なな

久
く

保
ぼ

出
しゅっ

身
しん

・在
ざい

住
じゅう

Ｑ．趣
し ゅ み

味・特
と く ぎ

技は？　

Ａ．バスケットボール、ライブやフェスに行くこと！

Ｑ．モットーは？　　Ａ．明
あか

るく謙
けんきょ

虚に前
ま え む

向きに

Ｑ．好
す

きな食
た

べ物
もの

は？　　Ａ．オムライス

Ｑ．今
いま

、はまっていることは？

Ａ．なかなか遠
とお

くに行
い

けないのでネットショッピング 

　　をしまくっています。

Ｑ．町
まち

や学
がっ

校
こう

の印
いん

象
しょう

は？

Ａ．子
こ

どもも保
ほ

護
ご

者
しゃ

の方
かた

も先
せん

生
せい

方
がた

も温
あたた

かいこと。

Ｑ．先
せん

生
せい

になったきっかけは？

Ａ．保
ほ

育
いく

園
えん

から大
だい

学
がく

まで良
よ

い先
せん

生
せい

方
がた

に恵
めぐ

まれたこと。

Ｑ．最
さい

近
きん

、嬉
うれ

しかったことは？

Ａ．育
そだ

てているミニトマトが甘
あま

くておいしかったこと！

Ｑ．町
まち

の皆
みな

さんに一
ひとこと

言

Ａ．生
う

まれ育
そだ

った、温
あたた

かい飯
いい

島
じま

町
まち

で働
はたら

くことができう 

　　れしく思
おも

います。よろしくお願
ねが

いします！

ゲームをつくるひとゲームをつくるひと

みんなをたすけるひとみんなをたすけるひときめつのやいばきめつのやいば
つゆりかなをつゆりかなを

バレリーナバレリーナにんじゃにんじゃまほうつかいまほうつかい

おいしゃさんおいしゃさん
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町
内
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

■
第
19
回
町
民
さ
わ
や
か
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

（
10
月
10
日
、
千
人
塚
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
）

参
加
者
53
名

台
風
の
た
め
競
技
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
参
加
者
が
集
ま
り
抽
選
会
な
ど
を

実
施
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

■
第
17
回
飯
島
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
10
月
11
日
、
飯
島
運
動
場
）

出
場
４
チ
ー
ム

優

勝

は
ぐ
れ
雲

準
優
勝

ア
ン
ダ
ー
Ｈ
Ｉ
Ｔ

12
月
の
テ
ー
マ

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
ミ
ス
テ
リ
ー

～
犯
人
は
誰
？
～

　
今
年
の
冬
は
、
こ
た
つ
に
入
っ
て
じ
っ

く
り
と
ミ
ス
テ
リ
ー
を
読
み
ふ
け
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
昔
か
ら
有
名

な
推
理
小
説
か
ら
最
近
の
ミ
ス
テ
リ
ー
受

賞
作
品
ま
で
幅
広
く
展
示
し
ま
す
。
年
末

年
始
は
、
あ
な
た
も
名
探
偵
に
な
っ
て
犯

人
を
捜
し
て
く
だ
さ
い
。

新
着
本
情
報

新
着
本
情
報

　
雑
誌
が
３
冊
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
ぜ

ひ
手
に
と
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
Ｌ
Ｄ
Ｋ
』　
　
　
晋
遊
舎

　
料
理
、
雑
貨
、
生
活
一
般
に
関
す
る
女

性
向
け
雑
誌
で
す
。

『
ｈ
ａ
ｒ
ｕ

ｍ
ｉ
』　
　
　
扶
桑
社

　
料
理
研
究
家
・
栗
原
は
る
み
氏
が
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
す
る
料
理
、
ス
イ
ー
ツ
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
の
雑
誌
で
す
。「
居
酒
屋
は
る

み
」
で
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

『
ｄ
ａ
ｎ

ｃ
ｙ
ｕ
』　
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社

　「
男
子
厨
房
に
入
ら
ず
」か
ら
転
じ
、「
男

子
も
厨
房
に
入
ろ
う
」
と
い
う
意
味
で
名

付
け
ら
れ
た
料
理
雑
誌
で
す
。
料
理
作
り

は
も
ち
ろ
ん
、
食
べ
歩
き
、
素
材
さ
が
し

な
ど
食
を
楽
し
む
た
め
の
雑
誌
で
す
。
女

性
が
読
ん
で
も
面
白
い
で
す
よ
！

お
知
ら
せ

わ
ら
べ
う
た
で
あ
そ
ぼ
う

■
日
時

　
12
月
15
日(

火)

午
前
10
時
30
分
～

■
場
所

　
い
い
っ
子
セ
ン
タ
ー

■
講
師

　
馬
場
美
保
子
先
生（
駒
ケ
根
市
）

ゆ
っ
た
り
と
し
た
わ
ら
べ
う
た
の
リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
て
、
お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん

と
ふ
れ
あ
う
時
間
を
持
ち
ま
せ
ん
か
。

お
は
な
し
の
森
ク
リ
ス
マ
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル

■
日
時

12
月
12
日
（
土
）
午
後
３
時
～

■
場
所

文
化
館
小
ホ
ー
ル

■
出
演

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
職
員

ク
リ
ス
マ
ス
の
お
は
な
し
会
を
お
友
達

や
親
子
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
サ
ン
タ

さ
ん
が
さ
さ
や
か
な
プ
レ
ン
ゼ
ン
ト
を
用

意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

★
年
末
年
始
休
館
前
の
15
冊
貸
し
出
し

12
月
12
日
（
土
）
～
27
日
（
日
）

12
月(

師し

わ

す走)

◆絵本とあそぶつどい
と　き　12月６日（日）

午前10:30～
ところ　こどものひろば
◆おはなしの森 クリスマススペシャル
と　き　12 月 12 日（土）

午後 3:00 ～
ところ　飯島町文化館小ホール
◆わらべうたであそぼう
と　き　12 月 15 日（火）

午前 10:30 ～
ところ　いいっ子センター
◆休館日
１日・７日・14 日・21 日・28 日～ 31 日

◆毎月 11 日は「いいちゃん読書デー」

スケジュール

ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
＆
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
体
験
講
座
終
了
！

　
今
年
度
の
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
＆
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
体
験
講
座
が
終
了
し
、
延
べ
150

名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
独

自
の
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
検
定
項
目
に
積
極

的
に
挑
戦
し
、
検
定
員
の
資
格
を
取
っ
た

方
も
い
ま
す
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

体
験
も
楽
し
み
な
が
ら
や
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
最
終
回
に
は
終
了
を
惜
し
む
声

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
年
度
は
さ
ら
に

多
く
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

講
座
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

一
度
体
育
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

体
育
施
設
の
冬
季
利
用
に
つ
い
て

　
町
内
の
体
育
施
設
は
12
月
か
ら
冬
季
利

用
期
間
に
入
り
ま
す
。

《
屋
外
運
動
場
》

○
水
道
を
閉
栓
し
ま
す
。

○
ト
イ
レ
の
使
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

《
体
育
館
》

○
屋
外
に
あ
る
水
道
設
備
が
利
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

○
学
校
体
育
館
以
外
の
各
体
育
館
に
は
ス

ト
ー
ブ
を
設
置
し
ま
す
。
ご
利
用
を
希

望
す
る
方
は
事
前
に
教
育
委
員
会
で
「
暖

　
房
使
用
券
」
を
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ッ
ト
ヒ
ー
タ
ー
等
を
使
用
す
る
際
は
床
の
保
護
の

た
め
耐
熱
シ
ー
ト
等
を
必
ず
敷
い
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▲爽やかな秋晴れの下、大会が行われました。
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短　

歌

コ
ン
バ
イ
ン
刈
り
穫と

り
あ
と
に
赤
と
ん
ぼ

稻
は
ざ
脱
穀
惜
し
む
が
如
く

織
田
信
行

太
っ
ち
ょ
の
蟷と

う

螂ろ
う

斧お
の

を
身
構
え
る

　

草
刈
り
の
刃
先
そ
っ
と
の
け
置
く市

村
通
泰

玉
葱
を
植
え
る
時
節
が
近
づ
け
ど

　

今
年
は
や
れ
ぬ
足
腰
病
め
ば

桃
澤
美
寿
々

草
刈
れ
ば
エ
ン
ジ
ン
音
は
腕て

に
響
き

　

齢
よ
わ
い

重
ね
る
わ
れ
に
活
気
を

上
前　

守

満
月
を
見
る
風
寒さ

む

く
神か

ん

無な

月づ
き

　

金き
ん

木も
く

犀せ
い

の
香
り
流
れ
て

鳳
来
山
人

　

俳　

句　

天
高
し
爾に

今こ
ん

一
つ
の
悔
い
も
な
し

星
野
政
寛

秋
暑
し
夕
日
は
紅
く
燃
え
て
お
り久

保
田
省
吾

影
を
引
く
わ
け
無
く
哀
し
秋
の
暮

吉
川
淑
子

新
築
と
空
き
家
増
え
る
や
風
は
秋

北
澤
寿
美

失
敗
も
時
に
は
許
し
百
日
紅

三
石
な
る
み

　こんにちは赤ちゃん

　塚
つか

原
はら

　来
らい

輝
が

ちゃん　（赤坂）

翔
しょう

太
た

・佳
か

那
な

さん

　宮
みや

田
た

　千
せん

ちゃん　（本郷第六）

安
やす

一
いち

郎
ろう

・淳
じゅん

子
こ

さん

　堀
ほり

内
うち

　百
もも

佳
か

ちゃん　（中平）

尊
たける

・恵
めぐ

未
み

さん

　湯
ゆ

澤
ざわ

　果
か

穂
ほ

ちゃん　（新田）

晃
こう

一
いち

・茜
あかね

さん

　ご冥福をお祈りします

　大
おお

西
にし

　靜
しず

雄
お

さん　88歳（豊岡）

　竹
たけ

内
うち

と志
し

子
こ

さん　79歳（上通り）

　山
やま

本
もと

たけ子
こ

さん　81歳（上ノ原）

　染
そめ

田
だ

　勝
かつ

子
こ

さん　88歳（北村）

※掲載の承諾を頂いた方のみ

掲載しています。

田舎の底力!!田舎の底力!!
下平洋一町長コラム

町
長
さ
ん
！

今
回
も
町
の
ホ
ッ
ト

な
こ
と
を
教
え
て
！

　
先
月
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

続
い
て
今
回
は
継
承
問
題
を
解
決

す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。
テ
ー
マ
は
『
も

っ
た
い
な
い
、
そ
の
技
術
！
後
世

に
繋
げ
よ
う
！
』
で
す
。

　
農
業
・
商
業
・
工
業
が
抱
え

る
統
一
し
た
課
題
は
、
後
継
者

問
題
で
す
。
こ
れ
は
経
済
や
、

人
口
増
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
な
ど
町
の
発
展
に
色
々
な
面

で
影
響
を
及
ぼ
す
根
本
的
な
問

題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

経
営
者
の
家
族
に
後
継
者
が
お

り
、
ス
ム
ー
ズ
な
事
業
継
承
が

で
き
れ
ば
一
番
良
い
の
で
す

が
、
後
継
者
が
お
ら
ず
、
事
業

が
途
中
で
途
絶
え
て
し
ま
う
こ

と
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の

問
題
は
新
し
い
企
業
を
誘
致
す

る
以
前
の
問
題
と
し
て
重
く
受

け
止
め
て
い
ま
す
。

外
部
の
方
で
も
そ
の
事
業
に

対
し
て
、
意
欲
や
興
味
、
熱
意

な
ど
の
あ
る
方
に
継
承
し
て
い

っ
て
も
ら
う
な
ど
幅
を
広
げ
て

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

新
し
く
事
業
を
始
め
よ
う
と

す
れ
ば
、
土
地
や
建
物
、
機
材

を
借
金
し
て
準
備
す
る
な
ど
マ

イ
ナ
ス
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
な

っ
て
し
ま
う
た
め
、
と
て
も
大

変
で
す
。
そ
こ
で
、
今
あ
る
事

業
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぐ
の
で

あ
れ
ば
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
、
場

所
、
そ
し
て
お
得
意
様
も
す
で

に
居
ま
す
の
で
、
事
業
を
ス
ム

ー
ズ
に
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
す
。

町
で
は
今
後
、『
事
業
を
継

承
し
た
い
け
ど
後
継
者
が
お
ら

ず
、
廃
業
を
考
え
て
い
る
』
と

い
う
方
に
対
し
、
起
業
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
地
域
の
方
や
広

く
は
都
会
の
方
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
仲
介
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
双
方
に
と

っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
だ
け
で

な
く
、
町
に
と
っ
て
も
地
域
の

活
性
化
に
繋
が
り
ま
す
。
事
業

継
承
し
た
い
方
、
起
業
し
た
い

方
、
是
非
と
も
積
極
的
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
！
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家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
方
は
申
し

家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
方
は
申
し

出
が
必
要
で
す

出
が
必
要
で
す

　　
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
は
、

１
月
１
日
現
在
に
所
有
す
る
建
物

に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
課
税
さ
れ
て
い
る
家
屋
を
取
り

壊
し
て
も
申
し
出
の
無
い
場
合

は
、
引
き
続
き
所
有
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
な
り
課
税
さ
れ
ま
す
の

で
、
役
場
に
て
滅
失
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
に
必
要
な
書
類
は
、
役

場
税
務
係
の
窓
口
ま
た
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

■
お
問
合
せ

　
住
民
税
務
課
税
務
係
　
内
線
152

令
和
３
年
度
　
償
却
資
産
申
告

令
和
３
年
度
　
償
却
資
産
申
告

　
令
和
３
年
１
月
１
日
現
在
で
、

土
地
・
家
屋
以
外
の
事
業
用
資
産

（
減
価
償
却
費
が
法
人
税
ま
た
は

所
得
の
計
算
上
、
必
要
経
費
や
損

金
に
参
入
さ
れ
る
資
産
）
を
お
持

ち
の
方
は
償
却
資
産
の
申
告
が
必

要
で
す
。
た
だ
し
、
使
用
期
間
が

１
年
未
満
の
資
産
や
取
得
価
格
が

20
万
円
未
満
の
資
産
、
軽
自
動
車

税
の
課
税
対
象
物
は
申
告
が
不
要

で
す
。

　
電
子
申
請
も
利
用
で
き
ま
す
。

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限

　
令
和
３
年
２
月
１
日
（
月
）
ま
で

★
特
例
措
置
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
６
月
６
日
施
行
「
先

端
設
備
等
導
入
計
画
」
に
基
づ
き
町

の
認
定
を
受
け
た
中
小
企
業
は
計

画
に
基
づ
き
導
入
し
た
償
却
資
産

に
つ
い
て
、
課
税
標
準
額
を
最
初
の

３
年
間
免
除
と
す
る
特
例
措
置
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
特
例
の
対
象

と
な
る
に
は
一
定
の
要
件
及
び
別

途
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
申
告
書
の
提
出
先
・
お
問
合
せ

　
住
民
税
務
課
税
務
係

　
内
線
152

Ｊ
Ｒ
飯
田
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

Ｊ
Ｒ
飯
田
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
飯
島
駅
で
「
き
っ
ぷ
」
を
購
入

す
る
と
５
％
（
定
期
乗
車
券
は
1.8
％
、

学
生
団
体
乗
車
券
は
３
～
５
％
、

普
通
団
体
乗
車
券
は
５
～
６
％
）

が
、飯
島
町
の
収
入
に
な
り
ま
す
。

電
車
の
「
き
っ
ぷ
」
の
お
買
い
求

め
は
飯
島
駅
で
！

■
お
買
い
求
め
で
き
る
乗
車
券
類

　
普
通
乗
車
券
、
普
通
回
数
乗
車

券
、
急
行
券
（
特
急
券
）、
特
別

車
両
券
、
寝
台
券
、
座
席
指
定
券
、

入
場
券
、
定
期
乗
車
券
、
団
体
乗

車
券
、
あ
ず
さ
未
指
定
券

～
割
引
等
乗
車
券
～

　
学
生
割
引
普
通
乗
車
券
、
被
救

護
者
割
引
普
通
乗
車
券
、
通
学
用

割
引
普
通
回
数
乗
車
券
、
通
学
定

期
乗
車
券
（
実
習
用
定
期
を
除

く
）、
身
体
障
害
者
割
引
乗
車
券

類
、知
的
障
害
者
割
引
乗
車
券
類
、

ジ
パ
ン
グ
割
引
乗
車
券

■
飯
島
駅
営
業
時
間

　
午
前
８
時
～
午
後
５
時

　（
通
年
営
業
）

■
お
問
合
せ

　
総
務
課
庶
務
係
　
内
線
211

５
千
㎡
以
上
の
土
地
の
取
引
に
は

５
千
㎡
以
上
の
土
地
の
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す
。

届
出
が
必
要
で
す
。

　「
国
土
利
用
計
画
法
」
で
は
土

地
の
乱
開
発
や
無
秩
序
な
土
地
利

用
を
防
止
し
、
地
域
全
体
の
住
み

や
す
さ
や
自
然
環
境
と
の
調
和
を

考
え
た
適
正
な
土
地
利
用
を
推
進

す
る
た
め
、
一
定
面
積
以
上
の
土

地
の
取
引
を
し
た
と
き
は
、
県
知

事
に
そ
の
利
用
目
的
な
ど
を
届
け

出
て
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
飯
島
町
で
は
５
千
㎡
以
上
の
土

地
取
引
に
届
出
が
必
要
で
す

◆
取
引
の
形
態

　
売
買
、交
換
等
（
相
続
は
除
く
）

◆
届
出
の
時
期

　
契
約
日
を
含
め
て
２
週
間
以
内

■
お
問
合
せ

　
企
画
政
策
課
企
画
調
整
係
　
内
線
222

町民と町長のほっと懇談会
12月の開催日

総務課文書情報係　内線215

飯島町交通死亡事故ゼロ2000日達成まであと３８３日（令和２年10月31日時点）

９日(水)午後３時～５時30分
23日(水)午後５時30分～８時
場所：町長室

※公務の都合により変更となること

があります。事前に連絡をお願いし

ます。

「電源立地地域対策交付金」「電源立地地域対策交付金」
交付金は若者世代が定住しやすい環境づくり
に役立てられました。

　電源立地地域対策交付金は、発電用施設のある市町
村に対し国から交付される交付金で、ここ飯島町にも
交付されています。
　令和２年度、町では昨年度に引き続きこの交付金を
町内３つの保育園の運営経費に活用し、保育サービス
の充実を図ることができました。

お問合せ　企画政策課企画調整係　内線222
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農
業
者
向
け
補
助
金
・
交
付
金
紹

農
業
者
向
け
補
助
金
・
交
付
金
紹

介
ペ
ー
ジ
新
設
の
お
知
ら
せ

介
ペ
ー
ジ
新
設
の
お
知
ら
せ

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
農
業
者

の
皆
さ
ん
が
活
用
で
き
る
補
助
金
・

交
付
金
を
ま
と
め
た
ペ
ー
ジ
を
新

設
し
ま
し
た
。
設
備
の
導
入
な
ど
、

補
助
金
等
の
活
用
を
考
え
て
い
る

方
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
農
業
者
の
皆
さ
ま
向
け

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
対
す
る
支
援
に
つ
き
ま

し
て
も
、
同
様
に
ま
と
め
て
い
ま

す
の
で
合
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

　
産
業
振
興
課
農
政
係

　
内
線
163
・
165

雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
お
手

雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
お
手

伝
い
し
ま
す

伝
い
し
ま
す

　
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
問

題
の
専
門
家
が
中
立
・
公
正
な
立

場
で
、
労
働
者
個
人
と
事
業
主
と

の
雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル
（
解
雇
・
賃

金
・
パ
ワ
ハ
ラ
等
）に
つ
い
て
、「
あ

っ
せ
ん
」
に
よ
り
円
満
な
解
決
を

お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　
手
続
き
は
簡
単
・
無
料
で
、
懇

切
丁
寧
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。
ま

た
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

　
南
信
労
政
事
務
所

　
☎
０
２
６
５-

７
６-

６
８
３
３

　
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
２
６-

２
３
４-

７
４
６
８

人
権
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

人
権
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　
12
月
４
日
（
金
）
～
10
日
（
木
）

は
第
72
回
人
権
週
間
で
す
。
こ
の

週
間
に
合
わ
せ
て
、
人
権
に
関
わ

る
悩
み
な
ど
を
相
談
で
き
る
、
特

設
の
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

■
日
時

　
12
月
４
日
（
金
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所

　
飯
島
成
人
大
学
セ
ン
タ
ー

■
相
談
内
容

　
家
族
間
の
問
題
・
近
隣
と
の
ト
ラ

ブ
ル
・
職
場
や
学
校
で
の
い
じ
め
な

ど
人
権
問
題
・
生
活
上
の
悩
み
ご
と

■
お
問
合
せ

　
伊
那
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　
☎
０
２
６
５-

７
８-

３
４
６
２

長
野
県
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

長
野
県
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

　
長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
長

野
県
最
低
賃
金
」
が
、
10
月
１
日

（
木
）
か
ら
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
時
間
額 

849
円

　
こ
の
機
会
に
、
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
な
お
、
業
務
改
善
助
成
金
な

ど
支
援
制
度
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

【
最
低
賃
金
に
つ
い
て
】

　
長
野
県
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
２
６-

２
２
３-

０
５
５
５

【
業
務
改
善
助
成
金
に
つ
い
て
】

　
長
野
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室 

　
☎
０
２
６-

２
２
３-

０
５
６
０

停
電
情
報
お
知
ら
せ
サ
ー
ビ
ス
の

停
電
情
報
お
知
ら
せ
サ
ー
ビ
ス
の

ご
案
内

ご
案
内

　
地
域
を
登
録
す
る
だ
け
で
、
停

電
情
報
を
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
い
ち

早
く
お
知
ら
せ
し
、
電
気
の
お
困

り
ご
と
を
す
ぐ
に
チ
ャ
ッ
ト
で
相

談
で
き
る
、
電
気
に
関
す
る
お
問

合
せ
ア
プ
リ
を
配
信
し
て
い
ま

す
。
会
員
登
録
・
利
用
料
は
無
料

で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

　
中
部
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
㈱

　
☎
０
１
２
０-

９
８
５-

２
３
２

  © 段　丹映子　無断転載禁止

 （「ちいさなジェンダー」ほおずき書籍刊

男女共同参画 マンガ男女共同参画 マンガ

“夫婦で外出”のパターン“夫婦で外出”のパターン

11月１日現在の

下水道つなぎ込み率
建設水道課水道係　内線134

公共下水道飯島地区…80.8%↑／公共下水道七久保地区…84.7％↑／農業集落排水七
久保北部地区…93.2％→／農業集落排水田切南部地区…92.2％→／農業集落排水本郷
東部地区…90.5％→／合併浄化槽地区…81.4％→／合計…83.7％↑

 新型コロナウィルス感染症に関して－不当な差別や偏見をなくしましょう－
 感染者・濃厚接触者・医療従事者等に対する誤解や偏見に基づく差別は許されません。
 自分がその立場に置かれたときにどのような気持ちになるかを考えて行動しましょう。

▲コロナ支援

▲補助金関連

▲iOS

▲Android

■お問合せ
　飯島町観光協会
　地域創造課魅力デザイン係（内線122）

『組曲飯島』
ＣＤ発売中！

販売価格販売価格
1,000 円1,000 円 (税込 )( 税込 )

飯島町を想い作曲された素晴らし
い演奏に浸ってみてはいかがで
しょうか。
プロフルート奏者で町の親善音楽
家の竹下正登さん制作による『組曲
飯島』は、飯島町観光協会（地域
創造課魅力デザイン係内）でご購
入いただけます。
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事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険
の

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険
の

加
入
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

加
入
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　
労
働
保
険
は
、
政
府
が
管
理
運

営
し
て
い
る
強
制
保
険
で
、
労
災

保
険
と
雇
用
保
険
の
総
称
で
す
。

労
災
保
険
は
、
業
務
中
や
通
勤
途

上
の
事
故
等
に
よ
る
負
傷
や
病

気
、
不
幸
に
も
死
亡
さ
れ
た
場
合

に
、
被
災
労
働
者
や
遺
族
を
保
護

す
る
た
め
必
要
な
保
険
給
付
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
労
働
者
の
社
会

復
帰
の
促
進
等
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
の
事
業
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　
雇
用
保
険
は
、
失
業
中
の
生
活

の
安
定
を
図
る
失
業
給
付
の
ほ

か
、
失
業
の
予
防
、
労
働
者
の
能

力
開
発
・
向
上
、
福
祉
の
増
進
を

目
的
と
し
た
各
種
助
成
、
援
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト

を
問
わ
ず
、
労
働
者
を
１
人
で
も

雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
、
労
働

保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
法
律
上

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き

を
行
っ
て
い
な
い
事
業
主
の
方

は
、
今
す
ぐ
労
働
基
準
監
督
署
、

公
共
職
業
安
定
所
で
加
入
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
相
談
な
ど
お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

　
伊
那
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
０
２
６
５-

７
２-

６
１
８
１

　
伊
那
公
共
職
業
安
定
所

　
☎
０
２
６
５-

７
３-

８
６
０
９

1212
月月
1010
日
～
日
～
1616
日
は
日
は  

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　
国
民
の
間
に
広
く
拉
致
問
題
そ

の
ほ
か
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認

識
を
深
め
、
国
際
社
会
と
連
携
し

つ
つ
、
実
態
を
解
明
し
、
及
び
そ

の
抑
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、毎
年
12
月
10
日
～
16
日
を「
北

朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
週
間
を
機
会
に
、
北
朝
鮮

当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対

す
る
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
合
せ

　
住
民
税
務
課
住
民
係

　
内
線
158

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
提
供
者

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
提
供
者

を
募
集
し
て
い
ま
す

を
募
集
し
て
い
ま
す

　
町
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
促
進

及
び
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

（
体
験
な
ど
サ
ー
ビ
ス
型
商
品
を

含
む
）
を
ご
提
供
い
た
だ
け
る
町

内
の
事
業
者
、
生
産
者
等
の
皆
さ

ま
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
町
で
は
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
を
通
じ
寄
附
を
い
た
だ
い
た

方
へ
の
お
礼
の
品
と
し
て
、
町
内

の
特
産
品
を
お
送
り
し
て
い
ま

す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と
し
て

採
用
と
な
っ
た
場
合
は
、
事
業
者

（
生
産
者
）
情
報
と
共
に
、
商
品

を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
の
契
約

す
る
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
へ
無
料
で
掲
載
を
い
た
し
ま

す
。

　
応
募
の
詳
細
は
地
域
創
造
課
地

域
係
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

　
地
域
創
造
課
地
域
係
　
内
線
123

再
就
職
へ
の
近
道

再
就
職
へ
の
近
道  

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　
も
の
づ
く
り
の
仕
事
を
目
指
す

職
業
訓
練
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
募
集
コ
ー
ス

　
○ 

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
技
術
科

　
○ 

金
属
加
工
科

　
○ 

電
気
設
備
技
術
科

　
○ 

機
械
Ｎ
Ｃ
技
術
科

■
訓
練
期
間

　
６
か
月
間

　
令
和
３
年
１
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　
～
６
月
29
日
（
火
）　

■
定
員

　
各
科
15
人

　（
金
属
加
工
科
と
機
械
Ｎ
Ｃ
技 

　
術
科
は
12
人
）

■
場
所
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
松
本

■
対
象

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込
み 

を
し
て
い
る
方

■
受
講
料
　
無
料

　（
テ
キ
ス
ト
代
及
び
作
業
服
代 

　
等
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
）

■
申
込
方
法

　
12
月
15
日
（
火
）
ま
で
に
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
伊
那
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
松
本

　
☎
０
２
６
３-

５
８-

３
３
９
２

【
町
の
相
談
】

【
町
の
相
談
】

◆
結
婚
相
談

　
12
月
8
日
（
火
）

　
午
後
６
時
～
午
後
８
時

　
コ
ス
モ
ス
園

　
相
談
員

　
森
本
元
司

　
☎
０
９
０
‐
３
４
０
３
‐
７
７
５
４

◆
教
育
相
談

　
月
～
金
曜
日
（
中
学
登
校
日
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

　
飯
島
体
育
館
☎
８
６
‐
２
１
３
５

　
相
談
員

　
倉
沢
信
二

※
電
話
相
談
も
受
け
ら
れ
ま
す

◆
子
ど
も
に
関
す
る
家
庭
相
談

　
火
・
木
・
金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
こ
ど
も
室
　
☎
８
６
‐
６
７
１
１

　
相
談
員
　
村
上
初
美

◆
子
育
て
相
談
　
月
～
金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
い
い
っ
子
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
６
‐
８
１
３
１

※
電
話
相
談
も
受
け
ら
れ
ま
す

◆
心
の
相
談
（
予
約
制
）

　
12
月
７
日
（
月
）、
23
日
（
水
）

　
午
前
10
時
～
、
午
後
１
時
～

飯島町男女共同参画プラン　心をつなぐまちづくり５　～私たちができること～

「日頃は当たり前になっているような不合理な慣習やしきたりなどを男女共同参画の視点で見直しましょう。」
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相
談
員
　
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
問
保
健
医
療
係

　
内
線
199

◆
健
康
相
談
・
育
児
相
談

　
12
月
８
日
（
火
）、
22
日
（
火
）

　
午
前
９
時
～
午
前
11
時
30
分

　
問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
８
６
‐
２
７
０
４

◆
高
齢
者
・
介
護
相
談
日

　
12
月
８
日
（
火
）、
22
日
（
火
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
内
線
196
・
197

◆
障
が
い
者
相
談

　
12
月
10
日
（
木
）

　
午
前
９
時
～
正
午

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す

　
や
す
ら
ぎ

　
問
地
域
福
祉
係

　
内
線
177

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症 

　
に
関
す
る
専
門
家
無
料
相
談

　【
社
会
保
険
労
務
士
相
談
】

　
12
月
７
日
（
月
）、
21
日
（
月
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　【
中
小
企
業
診
断
士
】

　
12
月
２
、
９
、
16
、
23
日
（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　【
税
理
士
】

　
12
月
４
、
11
、
18
、
25
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
い
ず
れ
の
相
談
も
予
約
制
の
た
め
、 

　
事
前
に
商
工
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
問
産
業
振
興
課
商
工
係

　
内
線
106

【
町
社
協
の
相
談
】

【
町
社
協
の
相
談
】

◆
み
ん
み
ん
カ
フ
ェ

　
12
月
18
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
前
11
時

　
飯
島
成
人
大
学
セ
ン
タ
ー
、

　
七
久
保
林
業
セ
ン
タ
ー

　
相
談
員

　
民
生
児
童
委
員

　
問
飯
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
８
６
‐
５
５
１
１

　

◆
ひ
き
こ
も
り
支
援
事
業

　『
居
場
所
』

　
12
月
16
日
（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

　
コ
ス
モ
ス
園

　
相
談
員

　
ひ
き
こ
も
り
支
援
員

　『
定
例
個
別
相
談
』

　
12
月
９
日
（
水
）
※
要
事
前
予
約

　
①
午
前
９
時
～

　
②
午
前
10
時
30
分
～

　
飯
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

※
相
談
日
以
外
も
対
応
し
ま
す
。 

　
ま
た
、訪
問
相
談
も
行
い
ま
す
。

　
問
飯
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
８
６
‐
５
５
１
１

【
そ
の
他
の
相
談
】

【
そ
の
他
の
相
談
】

◆
行
政
相
談

　
12
月
19
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
正
午

　
飯
島
成
人
大
学
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
６
‐
４
８
６
３

　
相
談
委
員

　
米
田
章
一
郎

◆
交
通
事
故
巡
回
相
談（
予
約
制
）

　
12
月
３
日
（
木
）・
17
日
（
木
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
伊
那
合
同
庁
舎
内
交
通
事
故
相
談
室

　
☎
０
２
６
５
‐
７
６
‐
６
８
０
３

◆
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
平
日 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

　
長
野
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
‐
０
６
‐
４
５
５
６

◆
税
金
の
無
料
相
談
所（
予
約
制
）

　
12
月
２
日
（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

　
税
理
士
会
伊
那
支
部

　
☎
０
２
６
５
‐
７
４
‐
８
１
７
０

◆
行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談

　
12
月
９
日
（
水
）

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

　
長
野
県
行
政
書
士
会
伊
那
支
部

　
☎
０
２
６
５
‐
７
３
‐
２
２
０
８

お
詫
び

　
先
月
の
広
報
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
訂
正
し
、
深
く
お
詫
び
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
・
裏
表
紙

　
花
火
写
真
提
供

　
誤
…
湯
澤
俊
樹
さ
ん
（
新
田
）

　
正
…
湯
澤
敏
樹
さ
ん
（
新
田
）

12月の納税 固定資産税第３期分、国民健康保険税第７期分 【納期限】12月25日(金)

広
告

飯島町議会 
動画配信はじめます！

　飯島町議会では、議会活動をもっと
身近に感じていただけるよう、11月
末から一般質問など録画映像の動画配
信を始めます。

　・本会議
　・一般質問（CEK録画）
　・特別委員会（予算・決算）

 ※詳しくは、町HPの議会ページからアクセス！

お問合せ　議会事務局　内線231

◀https://www.town.iijima.lg.jp/
　　　　　　iijimamachigikai/index.html
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その気持ち　誰かを笑顔にさせる種

【厚生労働省児童福祉週間標語】

12月　わんぱくカレンダー12月　わんぱくカレンダー
お問合せ　教育委員会こども室（内線637）

いいっ子センター（い子）、飯島保育園（飯保）、七久保保育園（七保）、東部保育園（東保）、

全保育園（３園）、飯島小学校（飯小）、七久保小学校（七小）、飯小・七小（小学校）、

飯島中学校（飯中）、飯小・七小・飯中（３校）、町図書館（図書館）、生涯学習センター（生涯セ）　

日【にちようび】ＳＵＮ 月【げつようび】ＭＯＮ 火【かようび】ＴＵＥ 水【すいようび】ＷＥＤ 木【もくようび】ＴＨＵ 金【きんようび】ＦＲＩ 土【どようび】ＳＡＴ

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

家庭相談
　火・木・金曜日
　A8:30～P5:00
　こども室

☎0265-86-6711

教育相談
 月～金曜日（中学登校日）

  A8:30～P3:00
  飯島体育館

  ☎0265-86-2135

休館日(図書館)
親子リトミック(い子)

もちつき(飯保)
保護者懇談(飯小)

もちつき(東保)

子育てママのヨガ体操(い子)
避難訓練(飯中)

保護者懇談(飯小)

読み聞かせ(い子)
保護者懇談(飯小)

もちつき(七保) 特別保育(3園)

絵本とあそぶつどい(図書館)

休館日(図書館)
お口の教室 第3回(い子)

保護者懇談(飯小)
保護者懇談(飯小)

保育園開放日(3園)
誕生日会(い子)

保護者懇談(飯中)

保護者懇談(飯中)
来入児一日入学(飯小)

保護者懇談(七小)

親子リトミック(い子)
保護者懇談(飯中)
保護者懇談(七小)

土曜開所(い子)
おはなしの森(図書館)

特別保育(3園)

休館日(図書館)
保護者懇談(飯中)
保護者懇談(七小)

わらべうたあそび
(い子、図書館)

保護者懇談(飯中)
保護者懇談(七小) 読み聞かせ(い子) お正月飾り製作(い子)

お正月飾り製作(い子)
百人一首CM(飯中)

休館日(図書館)
特別保育(3園)

月末休所日(い子)
休館日(図書館) ベビーヨガ教室(い子)

クリスマス会(3園)
おでかけ広場(い子)

就労相談(い子)
生徒総会・生徒会引き継ぎ

(飯中) 2学期終業式(七小、飯中)
土曜開所(い子)
特別保育(3園)

年末年始休業(七小)

休館日(図書館)
年末年始休所(い子)
2学期終業式(飯小)

年末年始休業(七小、飯中)
長時間保育17:30まで(3園)

休館日(図書館)
年末年始休業(3校)
年末年始休み(3園)

休館日(図書館)
年末年始休所(い子)
年末年始休業(3校)
年末年始休み(3園)

休館日(図書館)
年末年始休所(い子)
年末年始休業(3校)
年末年始休み(3園)

【つどいのひろば】
A9:30～P4:00

【おはなしの広場】
 月～金曜日A11:15～11:30

【子育て相談】
A8:30～P5:00

☎0265-86-8131

移動図書館車
毎週水曜日：七保・七小

毎週木曜日：飯保
毎週金曜日：東保・飯小

お問合せ　いいっ子センター　☎0265-86-8131

■12月のイベント
※詳しくはいいっ子センターで配布する予定表をご覧ください

▶親子リトミック（講師:木下妙子先生）【要予約】

　　日時:12月１日（火）、11日(金)

　　場所:いいっ子センター

　 　 　

①午前9:45～10:30（ベビーリトミック）

　　　②午後10:45～11:30（キッズリトミック）

▶子育てママのヨガ体操（講師：伊藤祐奈先生）

　【要予約・託児予約あり８名限定】

　　日時:12月３日(木)　午前10:30～11:15

　　場所:いいっ子センター

▶お口の教室 第３回（講師:歯科衛生士）【要予約】

　　日時:12月７日（月）　午前10:00～

　　場所:いいっ子センター

▶わらべうたあそび（講師：馬場美保子先生）

　　日時:12月15日（火）　午前10:30

　　場所:いいっ子センター

▶お正月飾り製作

　　日時:12月17日（木）、18日（金）　午前10:00～

　　場所:いいっ子センター

▶ベビーヨガ教室（講師:森下晏希先生）【要予約】

　　日時:12月22日(火)　午前10:00～10:45

　　場所:いいっ子センター

いいっ子センターいいっ子センター（子育て支援センター）（子育て支援センター）

お問合せ　住民税務課生活環境係（内線157）

地区
種別

飯島 田切
本郷 七久保

東 西 東 西

古紙・布類
７日
(月)

14日
(月)

21日(月)
28日
(月)

ビン・スチール缶
アルミ類・灰

３日(木) 17日(木)

ペットボトル ９日(水) 23日(水)

可燃ごみ（祝日も○） 月・木 火・金 月・木 火・金

不燃ごみ（祝日は×） 水 木

粗大ごみ（有料）
小型家電（無料）

13日(日)　午前８時～10時
飯島町役場東駐車場

環境衛生自治会だより環境衛生自治会だより

※1月 1日（金）～３日（日）は、集積場が休業となるためごみ 

　の収集は行いません。

■年末年始の各施設の受入日程について

　◆上伊那クリーンセンター（伊那市富県 3790 番地）

　　☎０２６５-９８-８３３７

　　12 月 30 日（水）～１月３日（日）までは受入をしません。

　◆クリーンセンター八乙女（箕輪町大字中箕輪 3819 番地）

　　☎０２６５-７９-８７７３

　　12 月 29 日（火）～１月３日（日）までは受入しません。 ※新型コロナウイルス感染症の状
況によっては、イベントが延期・中
止となる場合がありますのでご承知
おきください。
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体育館開放日体育館開放日

日時：12月12日（土）午後７時30分～９時

場所：飯島体育館、田切体育館、本郷体育館

　　　Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館

　※12月のニュースポーツ体験コーナーは、

　　飯島体育館です。

お問合せ　教育委員会生涯学習係（内線632）

編
集
後
記

▼
秋
が
深
ま
り
、
寒
く
な

っ
て
く
る
と
温
か
い
飲
み

物
が
欲
し
く
な
り
ま
せ
ん

か
？
私
は
寒
く
な
っ
て
く

る
と
自
動
販
売
機
に
登
場

す
る
コ
ー
ン
ス
ー
プ
が
好

き
で
す
。
▼
缶
の
コ
ー
ン

ス
ー
プ
と
い
え
ば
、「
粒

が
最
後
ま
で
飲
み
切
れ
な

い
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞

き
ま
す
。
私
も
そ
う
で
し

た
。
し
か
し
、
何
年
か
前

の
昼
休
み
に
き
れ
い
に
飲

み
切
る
方
法
を
覚
え
ま
し

た
。
▼
ま
ず
半
分
く
ら
い

ま
で
は
普
通
に
飲
み
ま

す
。
粒
が
出
な
く
て
も
大

丈
夫
、そ
ん
な
も
ん
で
す
。

半
分
く
ら
い
ま
で
減
っ
て

か
ら
が
勝
負
。
そ
こ
か
ら

こ
ぼ
れ
な
い
程
度
に
缶
の

中
身
を
を
ぐ
る
ぐ
る
回
し

ま
す
。
つ
ま
り
は
遠
心
力

で
す
。
そ
こ
か
ら
タ
イ
ミ

ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
勢
い

よ
く
飲
み
ま
す
。
こ
こ
か

ら
飲
み
切
る
ま
で
は
飲
む

前
に
ぐ
る
ぐ
る
回
す
の
が

コ
ツ
で
す
。
最
後
は
思
い

っ
き
り
飲
ん
で
粒
ス
ッ
キ

リ
。
▼
こ
ん
な
に
書
き
ま

し
た
が
私
の
粒
残
り
ゼ
ロ

の
確
率
は
８
割
程
度
。
今

年
は
頑
張
っ
て
確
率
を
あ

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
も

っ
と
い
い
方
法
を
知
っ
て

い
る
方
が
い
れ
ば
ぜ
ひ
教

え
て
く
だ
さ
い
。
　
　
お

■健康教室　　　　　問　健康福祉課保健医療係　内線190

〇音楽療法（ストレスを解消したい方）
日　時：12月２日（水）午前９時30分
場　所：コスモス園

■介護予防教室　　問 健康福祉課高齢者福祉係　内線196

〇健幸教室
日　時：12月１日・８日・15日・22日　
　　　　午前9時45分～午前11時45分
場　所：西庁舎営農研修室

○いいじま健康塾
【飯島会場】場所：健康スタジオやまなみ
　日時：12月２日・９日・16日・23日
　　　　午前10時～11時40分
【七久保会場】場所：七久保林業センター
　日時：12月４日・11日・18日・25日
　　　　午前10時～11時40分

健康と介護予防の教室健康と介護予防の教室

■赤ちゃんメモ（場所：西庁舎保健センター）問 内線189

〇３か月児健康診査
　日時：12月15日（火）午後１時
　対象：令和２年８月生まれ

〇５か月児育児相談
　日時：12月15日（火）午後１時20分
　対象：令和２年７月生まれ

〇９か月児健康診査
　日時：12月15日（火）午後１時
　対象：令和２年２月生まれ

〇３歳児健康診査
　日時：12月25日（金）午後12時50分
　対象：平成29年10月～平成29年12月生まれ

■検診など　　　　　問 健康福祉課保健医療係（内線190）

〇子宮がん検診（予約制）
　日時：月・火・水・金曜日　午後３時～午後４時30分
　場所：駒ケ根高原レディスクリニック

みんなの健康みんなの健康

■休日歯科緊急診療

12月６日・13日・20日・27日・30日・31日

場所：上伊那口腔保健センター（伊那市保健センター内）

受付：午前８時30分～午前11時30分　☎0265-78-8510

12月６日(日) よこやま耳鼻咽喉科医院（駒） 81-0185

12月13日(日) 中谷内科病院（駒） 81-1377

12月20日(日) 斉藤診療所（宮） 85-4817

12月27日(日) のどかクリニック（飯） 86-6705

12月30日(水) 須田医院（駒） 81-5050

12月31日(木) 北原医院（宮） 85-2214

休日緊急当番医休日緊急当番医
市外局番　0265

(駒)駒ヶ根市、(飯)飯島町、(宮)宮田村、(中)中川村 

　　　　　　※都合により当番機関が変更になることがあります。

　　　　　　※上記以外の上伊那郡内休日緊急当番医は「伊那市 

　　　　　　　ホームページ(左ＱＲコード)」をご覧ください。

お問合せ　健康福祉課保健医療係（内線172）

■12月の番組予定
【放送時間】
午前6：30
 　 7：30
 　 8：30
 ※10：30
午後0：30
　　1：30
　※3：00
    5：00
 　 7：30
 　 9：30
   11：00
   12：00

７日～　営農センターだより

14日～　飯島町第６次総合計画

21日～　いいじまこの１年

28日～　いいじまこの１年(再)

※午前10：30～、午後3：00～の放送は
「いいちゃん貯筋体操」をお送りします。
※番組の切り替えは月曜の午後7時30分です。

ＣＡＴＶ行政チャンネル ＣＡＴＶ行政チャンネル デジタル「11」デジタル「11」

お問合せ　総務課文書情報係（内線216）
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  人口　　  　  男　　　　    女　　   　  世帯数

 9,306人（-12）    4,558人（-5）      4,748人（-7）        3,616戸（-5）
人のうごき

  【11月１日現在】

（　）内は前月比

いいちゃんメール
の登録は右のQR
コードにアクセス！
ながの電子申請か
ら登録してね！！

10 月の人のうごき
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